
七
世
紀
後
半

の

「唐

・
吐
蕃
戦
争

」

と
東

部

ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
国

の
自
立

へ
の
動

き

i

新
羅

の
朝
鮮
半
島
統

一
・
突
腋

の
復
興

・
契
丹

の
反
乱

・
渤
海

の
建
国
と
の
関
連
性

菅

沼
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沼
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七世紀後半の 「唐 ・吐蕃戦争」と東部ユーラシア諸国の自立への動き

は

じ

め

に

本
稿
で
は
、
六
七
〇
年
～
六
九
〇
年
代

の
唐
を
と
り
ま
く
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
の

情
勢
を
研
究

の
対
象
と
す
る
。
こ
の
時
期

は
、
新
羅

・
突
蕨

・
渤
海
と
い
っ
た
唐

の
周
辺
諸
族
が
相
次

い
で
自
立
し
て
お
り
、

そ
れ
故
、
先
行
研
究
の
幾

つ
か
に
お

　
ユ
　

い
て
は
唐
の
羅
魔
支
配
が
破
綻
し
た
時
期

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

一
方
、
周
辺
諸

国
の
視
点
か
ら
こ
の
時
期
を
見
る
と
、
新
羅

は
朝
鮮
半
島
を
初
め
て
統

一
し
、
チ

ベ
ッ
ト
初
の
統

一
王
朝
吐
蕃
は
政
治
と
軍
事

に
目
覚
し
い
発
展
を
遂
げ
、
突
腋
が

再
興
し
、
渤
海

(震
国
)
が
建
国
さ
れ
る
な
ど
、

い
ず
れ
も
顕
著
な
歴
史
的
発
展

を
遂
げ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
七
世
紀
後
半
と

い
う
時
期
は
、
多
く
の
周
辺
諸
族
に

と

っ
て
国
家
創
成
と

い
う
重
要
な
時
期
に
相
当
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
周
辺
地
域
の
自
立
の
動
き
が
見
ら

れ
た
六
七
〇
年
代
～
六
九
〇
年
代
、

西
方
で
は
吐
蕃
が
西
域
に
対
し
て
積
極
的

に
進
出
し
て
き
て
お
り
、
唐
は
西
域
の

支
配
権
を
巡

っ
て
吐
蕃
と
の
問
で
激
し
い
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ

て
い
る
。
唐
代
は

東
西
交
流
が
特

に
活
発
で
あ
り
、
西
域
は
東
西
交
易
路
の
拠
点
と
し
て
経
済
的
に

重
要
で
あ

っ
た
。
戦

い
は
、
吐
蕃
の
宰
相
家

で
あ
る
ガ
ル

一
族

の
主
導
の
下
に
、

六
七
〇
年
か
ら
六
九
六
年
ま
で
四
半
世
紀

に
亘

っ
て
波
状
的
か
つ
継
続
的

に
行
な

わ
れ
、
戦
争
目
的

(西
域
の
覇
権
)
と
戦
争
主
体

(唐
と
吐
蕃
)
が
同

一
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
こ
の
戦

い
を

一
連

の
事
象
と
見
な
し
、
こ
の
時
期

の

唐

・
吐
蕃
問
の
戦

い
を

「七
世
紀
後
半

の
唐

・
吐
蕃
戦
争
」
と
総
称
す
る
こ
と
に

す
る
。
唐
は
、
こ
の

「七
世
紀
後
半

の
唐

・
吐
蕃
戦
争
」

に
お
い
て
四
度
の
大
敗

(六

七
〇
年
、
六
七
八
年
、
六
八
九
年
、
六
九
六
年
)
を
喫
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

こ
の
戦
争
を
三
つ
に
区
切
り
、
六
七
〇
年
四
月
の
吐
蕃
に
よ
る
安
西
都
護
府
奪
取

か
ら
同
年
七
月
～
八
月
の
唐
軍
の
大
敗
ま
で
を

「第

一
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
」
、
六

七
七
年

の
吐
蕃
に
よ
る
安
西
都
護
府
奪
取
か
ら
翌
六
七
八
年
九
月
の
唐
軍
の
大
敗

ま
で
を

「第
二
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
」
、
六
八
七
年

の
吐
蕃
に
よ
る
安
西
都
護
府
奪

取
か
ら
六
九
六
年
三
月
の
唐
軍

の
大
敗
ま
で
を

「第
三
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
西
域

の
覇
権
と
い
う
同

一
の
戦
争
目
的
の

下
に
為
さ
れ
、
全
期
間
を
通
じ
て
戦
闘
や
緊
張
状
態
は
継
続
し
て
い
る
の
で
、
大

き
な
枠
組

み
で
見
れ
ば
同

一
の
事
象
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

一
次
と
二
次
、
二
次

と
三
次

の
間
に
は
、
約
十
年
の
問
、
唐

・
吐
蕃
問
で
大
規
模
な
会
戦
は
行
な
わ
れ

1



窓史

て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
の
様
な
区
分
を
採
用
し
た
。
尚
、
第
三
次
に
つ
い
て
は
、

唐
の
二
度

の
大
敗

(六
八
九
年
と
六
九
六
年
)

の
間
に
、
武
周
革
命
に
よ
る
混
乱

と

一
定
の
休
戦
期
間
が
あ
る
こ
と
か
ら
前
期
と
後
期
に
分
け
た
。
尚
、
武
周
革
命

に
関
し
て
は
、

一
定

の
断
続
性
は
あ
る
も

の
の
、
本
稿
で
論
じ
る
外
交
・外
征

の

点
に
お
い
て
は
比
較
的
強
い
連
続
性
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
期
間
も
唐
王
朝
の

一
部
と
み
な
し
唐
の
名
称
を
用

い
る
。

筆
者
は
、
こ
の
七
世
紀
後
半
の
唐

・
吐
蕃
戦
争
と
周
辺
諸
族

の
自
立
活
動
と
を

照
合
し
、
第

一
次
唐

・
吐
蕃
戦
争

で
唐
軍
が
大
敗
し
た
翌
年

に

「唐

・
新
羅
戦
争

が
勃
発
」
し
、
第
二
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
で
唐
軍
が
大
敗
し
た
翌
年
に

「
突
豚
遺
民

の
反
乱
が
勃
発
」
し
、
第
三
次
唐

・
吐
蕃
戦
争

で
唐
軍
が
大
敗
し
た
二
ヵ
月
後
に

「契
丹

の
反
乱
が
勃
発
」
し
て
い
る
点
に
着
目
し
研
究
を
始
め
、
唐

・
吐
蕃
戦
争

と
周
辺
諸
国
の
自
立

へ
の
動
き
と
の
問
の
関
連

に
つ
い
て
更

に
深
く
調
べ
整
理
し

考
察
を
加
え
た
。

尚
、
七
世
紀
後
半

の
唐
の
外
交
関
係
に
お
い
て
吐
蕃
が
果
た
し
た
寄
与
に
つ
い

て
は
、
陳
寅
恪

・
古
畑
徹

・
張
広
達

・
黄
約
麸

・
佐
藤
長

・
森
安
孝
夫

・
ベ
ッ
ク

ウ
ィ
ズ

・
内
藤
み
ど
り

・
王
小
甫
諸
氏
が
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
つ
い
て
以
下
に
ま
と
め
て
お
く
。

陳
寅
恪
氏
は

『唐
代
政
治
史
述
論
稿
』

下
篇

「外
族
盛
衰
之
連
環
性
及
外
患
与

内
政
之
関
係
」
に
お
い
て
、
唐
代

の
周
辺
諸
族
が
、
唐
と
の
接
触
を
通
じ
て
相
互

に
連
環
性
を
有
し
て
い
た
と
推
論
し
、
そ
の
例
と
し
て
、
高
句
麗
滅
亡
後
、
朝
鮮

半
島
も
含
め
た
東
北
ア
ジ
ア
に
対
し
て
唐

が
消
極
政
策

に
転
じ
た
最
大
の
要
因
は

吐
蕃

の
強
盛
に
あ
り
、
そ
の
危
急
に
よ

っ
て
唐
の
東
北
経
営
は
無
力
化
さ
れ
た
と

　　

　

指
摘
し
た
。

一
方
、
日
本
で
は
古
畑
徹
氏

が
、
「七
世
紀
末

か
ら
八
世
紀
初

に
か

け
て
の
新
羅

・
唐
関
係
」

(『朝
鮮
学
報
』

一
〇
七
、

一
九
八
三
年
)
に
お
い
て
、

対
吐
蕃
戦

の
敗
北
に
よ
り
唐
が
新
羅
討
伐
を
断
念
し
た
事
を

『資
治
通
鑑
』
等
の

史
料
を
根
拠
に
実
証
的
に
論
考
し
た
。
そ
の
後
、
中
国
で
は
、
張
広
達
氏
が

『中

国
大
百
科
全
書

・
民
族
』
(中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、

一
九
八
六
年
、
四
二
六

頁
)
で

「高
宗
と
則
天
武
后
の
時
代
、
唐
は
吐
蕃
と
激
闘
し
、
軍
事
力
を
西
北
に

　ヨ

　

投
入
し
て
い
た
。
こ
れ
が
突
厭

の
復
興
に
機
会
を
提
供
し
た
」
と
述

べ
て
い
る
。

黄
約
麸
氏
は

「武
則
天
与
朝
鮮
半
島
政
局
」

(『黄
約
懇
階
唐
史
論
集
』
中
華
書
局
、

一
九
九
七
年
)
に
お
い
て
、
東
西
両
戦
線
で
活
躍
し
た
将
軍
の
分
析
等
を
通
じ
て

陳
氏
の
説
を
補
強
し
た
。
王
小
甫
氏
は

「総
論
階
唐
五
代
東
北
亜
政
治
関
係
大

勢
」

(『盛
唐
時
代
与
東
北
亜
政
局
』
上
海
辞
書
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
)
第
二
章

「唐
代
周
辺
盛
衰
連
環
」
に
お
い
て
先
行
研
究
を
総
括
し
、
更
に
、
第
三
章

「契

丹
掘
強
及
其
歴
史
影
響
」
で

「
(契
丹

の
反
乱
が
勃
発
し
た
)
万
歳
通
天
元
年

(六
九
六
)
、
武
周
朝
廷
は
吐
蕃
と
突
厭
の
両
面
作
戦

に
当
た

っ
て
お
り
、
腹
背

に
敵
を
受
け
て
い
た
」
と
述

べ
て
、
契
丹
の
反
乱
が
起
こ

っ
た
当
時

の
唐

(武
周

政
権
)
が
、
吐
蕃

・
突
蕨
の
二
大
強
敵
を
相
手
に
苦
戦
し
て
い
た
事
を
指
摘
し
た
。

吐
蕃
サ
イ
ド
か
ら
は
、
佐
藤
長
氏
、
森
安
孝
夫
氏
、

ベ
ッ
ク
ウ
ィ
ズ
氏
な
ど
が
チ

ベ
ッ
ト
語
史
料
も
用
い
て
吐
蕃
と
西
突
蕨

の
連
繋
を
指
摘
し
、
内
藤

み
ど
り
氏
、

(
4
)

王
小
甫
氏
も
そ
れ
に
つ
い
て
論
考
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
い
ず
れ
も
重
要
な
提
言
を
含
む
卓
越
し
た
研
究
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
そ
の
多
く
は
幾
分
個
別
的
で
あ
り
、
諸
国
間
の
関
係
も
含
め
た
全
体

像
は
、
未
だ
多
く
が
明
ら
か
に
は
な

っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
現
状

に
つ

い
て
、
例
え
ぼ
、
金
子
修

一
氏
は

『階
唐
の
国
際
秩
序
と
東
ア
ジ
ア
』
(名
著
刊

行
会
、
二
〇
〇

一
年
、

一
二
四
頁
)
の

「東

ア
ジ
ア
諸
国
を
め
ぐ
る
問
題
と
視

点
」
と
い
う
項
目
に
お
い
て
、
陳
寅
恪
氏

の
高
句
麗
と
吐
蕃
の
連
環
性
の
学
説
を

紹
介
し

つ
つ
、
そ
の
指
摘
が

「
一
部
の
例
外
を
除

い
て
そ
の
後
の
研
究
に
あ
ま
り

2



七世紀後半の 「唐 ・吐蕃戦争」と東部ユーラシア諸国の自立への動き

生
か
さ
れ
て
な
か
っ
た
L
と
総
括
し
、
そ

の
方
向

で
の
更
な
る
考
察
の
必
要
性
を

示
唆
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
「
七
世
紀
後
半

の
唐

・
吐
蕃
戦
争
」
で
の
唐
の
度
重
な
る
大
敗
と
、

周
辺
諸
国
の
自
立
と
連
繋

へ
の
動
き
に
つ
い
て
、
史
料
等
に
基
づ
き
先
行
研
究
を

織
り
込
む
形
で
、
そ
の
全
体
像
の
把
握
を
目
指
し
た
。
旦
ハ体
的
に
は
、
史
料
等
か

ら
関
連
す
る
諸
事
象
を
抽
出

・
整
理
し
、
時
系
列
を
明
確
に
す
る
と
同
時

に
、
戦

争
の
規
模
や
唐
軍
の
敗
北
の
規
模
、
周
辺
諸
国

の
動
向
や
唐

の
外
交
姿
勢

の
微
妙

な
変
化
な
ど
、
か
な
り
具
体
的
な
レ
ベ
ル
ま
で
検
証

・
考
察
を
推
し
進
め
た
。
加

え
て
、
論
考

の
対
象
を
空
間
的
に
拡
げ
、
東

ア
ジ
ア
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
ま
で
の
東

部

ユ
ー
ラ
シ
ア
と

い
う
広
範
な
領
域

に
わ

た
る
動
向
を
調

べ
ま
と
め
た
。
そ
の
点

670年7月 あ るい は8月

第一次唐 ・吐蕃戦争での唐の大敗

671年

新羅が旧百済領に侵攻 ・占領

(唐 ・新羅戦争の勃発)

一
吐谷渾の完全滅亡

678年9月

第二次唐 ・吐蕃戦争での唐の大敗

679年10月 678年9月 以降

突厭遺民の反乱が勃発 唐は新羅討伐を完全に放棄

682年

突厭第二可汗国の成立1

第三次次唐 ・吐蕃戦争

「一 一爾 月

突厭が吐蕃に接近

吐蕃の涼州襲撃に参加の可能性

に

つ

い

て

は

、

き
た
寧

例
え
ば
、
筆
者
が
作
成
し
た

〔年
表
1
〕
〔年
表

2
〕
を
見
て
頂

第

一
章

唐

・
吐
蕃
戦
争
以
前
の
唐
を
と
り
ま
く
国
際
情
勢

本
章

で
は
、
六
七
〇
年

(威
亨
元
)
に
勃
発
す
る

「唐

・
吐
蕃
戦
争
」
の
背
景

と
し
て
、
そ
れ
以
前

の
唐
を
と
り
ま
く
国
際
情
勢
を
概
観
す
る
。
大
ま
か
に
は
、

七
世
紀

の
唐
は
建

国
よ
り
、
北
方

(東
西
突
腋
)、
東

方

(高
句
麗

・
朝
鮮
半

島
)
、
西
方

(吐
蕃

・
西
域
)

の
順
に
最
も
重
要
な
辺
境
が
移
行
し

て
い
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
北
方

の
大
国
突
蕨

の
存
在
は
、
建
国
時

の
唐
の
存
続
に
関
わ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ

へ
の
対
応
が
唐
初
の
最
重
要
課
題
で
あ

っ
た
。
北
方
平
定
後
は
、

東
方
に
隣
接
す
る
強
国
高
句
麗
と
朝
鮮
の
支
配
が
主
要
課
題
と
な

っ
た
。

「七世紀後半の唐 ・吐蕃戦争」 と 「唐の周辺諸国の

自立への動き」 との相関図

西
方
の
吐
蕃

へ
の
対
応
は
、
西
域
な
ど
の
経
済
的
利
権
と
も
深
く
関
わ
り

重
要
で
は
あ

っ
た
が
、
吐
蕃
が
新
興
国
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
概
し
て
北

方
と
東
方

の
平
定
が
優
先
さ
れ
、
唐
は
吐
蕃

に
対
し
て
は
当
初
宥
和
政
策

で
臨
ん
だ
。
以
下
で
は
、
ま
ず
突
巌
と
高
句
麗

へ
の
唐

の
対
応
を
簡
単
に

ま
と
め
、
次
い
で
六
六
〇
年
代
の
吐
蕃
の
動
向
と
朝
鮮

の
情
勢
に
つ
い
て

論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

突
蕨
第

一
可
汗
国
は
、
ト
ル
コ
民
族
が
樹
立
し
た
最
初

の
巨
大
国
家
で

あ
り
、
東
西
ア
ジ
ア
を
繋
ぐ
広
大
な
地
域
を
最
大
版
図
と
す
る
強
大
な
帝

国
で
あ

っ
た
。
階
の
離
間
策
に
よ
り
東
西
に
分
裂

(五
八
三
年
)
し
た
後

も
、
東
突
廠
は
建
国
期

の
唐
を
も
臣
下
と
し
、
強
盛
を
誇

っ
て
い
た
が
、

六
三
〇
年

(貞
観
四
)
、
唐

の
太
宗

に
よ

っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
突
腋
遺
民
は

唐

の
羅
魔
支
配
下

に
服
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
更

に
、
唐
は
六
五
七
年

(顕
慶
二
)
に
西
突
厭
を
滅
ぼ
し
、
西
突
蕨

の
統
治
方
法

に
則
し
て
そ
の

3



窓史

故
地
を
東
西
に
分
け
、
二
人
の
偲
偏
可
汗

(正
統
可
汗
の
末
喬
に
当
た
る
阿
史
那

(
6
)

彌
射
と
阿
史
那
歩
真
)
を
擁
立
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
亀
藪
に
安
西
都
護
府
を

置
き
、
亀
薙

・
疏
勒

・
焉
誉

・
干
關

に
安
西
四
鎮
を
設
置
し
て
安
西
都
護
府
を
援

(7
)

護
す
る
支
配
体
制
を
敷
い
た
。
ま
た
、
青
海
の
吐
谷
渾
に
も
、
太
宗
時
代
か
ら
親

(
8
)

唐
の
偲
偲
政
権
を
擁
立
し
て
い
た
。

高
句
麗
は
、
階
の
文
帝

・
蝪
帝
、
唐
の
太
宗
ら
の
数
度

の
大
軍
を
撃
退
し
た
強

国
で
あ

っ
た
。
隣
接
す
る
強
国

の
存
在
は
唐

の
安
全
保
障
上
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

北
方
平
定
後
の
六
六
〇
年
代
は
、

こ
の
階

以
来

の
宿
願
で
あ

っ
た
高
句
麗
討
滅
に

向
け
て
、
唐
が
軍
事
と
外
交
の
か
な
り
の
部
分
を
朝
鮮
半
島

に
傾
注
し
た
時
期
で

あ

っ
た
。
唐
は
半
島
内
で
孤
立
し
て
い
た
新
羅
と
連
合
し
、
高
句
麗

の
同
盟
者
百

済
を
先

に
攻
め
滅
し
て

(六
六
〇
年
)
高
句
麗
を
孤
立
さ
せ
た
後
、
内
紛
に
乗
じ

て
王
都
平
壌
を
陥
落
さ
せ
て
、
六
六
八
年

(総
章
元
)、
遂
に
高
句
麗
を
滅
ぼ
し

た
。
高
句
麗
の
故
地

に
は
安
東
都
護
府
を
設
置
し
、
二
万
の
駐
屯
軍
を
置
い
て
羅

(
9
)

魔
支
配

の
下
に
置

い
た
。

し
か
し
唐
が
百
済

・
高
句
麗

に
対
し
て
大
軍
を
動
員
し
て
い
る
隙

に
、
西
方
で

は
吐
蕃
が
西
域
と
青
海
に
侵
攻
し
、
唐
の
西
域
支
配
に
対
し
て
次
第

に
圧
力
を
か

け

て
き
た
。
七
世
紀
初
頭

に
チ
ベ
ッ
ト
高
原
を
統

一
し
た
吐
蕃

は
、
六
三
四
年

(貞
観
八
)
、
初
め
て
唐

に
入
貢
し
、
六
四

一
年

(貞
観
十

五
)
に
は
文
成
公
主

が
降
嫁
し
て
唐
と
親
善
関
係
を
築

い
た
が
、
六
六
〇
年
頃
か
ら
積
極
的
な
対
外
進

出
に
転
じ
、
六
六
三
年

(龍
朔
三
)
に
隣

接
す
る
吐
谷
渾
を
滅
ぼ
し
、
六
六
五
年

(麟
徳

二
)
に
は
子
聞
を
掌
握
す
る
な
ど
、
唐
の
支
配
下
に
あ

っ
た
西
域
に
対
し

て
も
侵
攻
し
始
め
た
。

こ
の
当
時
、
吐
蕃
を
主
導
し
て
い
た
の
は
宰
相
の
ガ
ル

・
ト
ン
ツ

ェ
ン

(禄
東

賛
)
で
あ

っ
た
。
ト
ン
ツ

ェ
ン
は
、
初
代
吐
蕃
王
ソ
ン
ツ

ェ
ン

・
ガ
ン
ポ
の
頃
よ

(
10
)

(
11
)

り
、
吐
蕃
の
軍
制
を
確
立
し
、
太
宗
に
二
度
謁
見
し
て
文
成
公
主
の
降
嫁
を
実
現

さ
せ
る
な
ど
、
非
常

に
功
の
あ
る
大
臣
で
あ
り
、
六
四
九
年

に
マ
ン
ソ
ン

・
マ
ン

ツ
ェ
ン
王
が
年
少
で
即
位
し
て
以
降
は
、
王
に
代
わ

っ
て
吐
蕃
の
政
治

・
軍
事

・

(
12
)

外
交
を
掌
握
し
て
い
た
。
西
突
魔
や
吐
谷
渾
内
部
に
燥
ぶ
る
反
唐
勢
力
の
救
援
要

請
を
利
用
し
て
は
西
域
と
青
海

に
兵
を
繰
り
出
し
、
領
土
拡
張
を
試
み
た
。
ト
ン

ツ
ェ
ン
の
死
去

(六
六
七
年
)
後
も
、
吐
蕃

の
対
外
膨
張
策
は
彼
の
長
男
ツ
ェ
ン

ニ
ャ

(賛
悉
若
)
と
次
男

ロ
ン
チ
ン
リ
ン

(論
欽
陵
)

に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
、
巧

み
な
戦
術
と
外
交
に
よ
り
、
六
七
〇
年
以
降

の
唐

・
吐
蕃
戦
争
に
お
い
て
唐
は
相

当
に
苦
戦
を
強

い
ら
れ
る
事
と
な
る
。

六
六
二
年

(龍
朔

二
)
、
吐
蕃
は
、
弓
月

(西
突
厭

の

一
部
族
)
と
連
合
し

て

亀
薙

・
疏
勒
を
攻
撃
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
唐
は
蘇
海
政
を
派
遣
し
た
。

蘇
海

(
13
)

政
は
副
官
級
の
武
将
で
あ

っ
た
が
、
六
六

一
年
か
ら
高
句
麗
遠
征
を
行
な

っ
て
い

た
唐
は
、
第

一
級

の
将
軍
達
を
東
方
戦
線

に
投
入
し
て
い
た
為
、
西
方
に
は
二
級

ク
ラ
ス
の
将
を
派
遣
し
た
と
思
わ
れ
る
。
蘇
海
政
は
、
西
突
厳
の
二
人
の
偲
偲
可

汗

(彌
射
と
歩
真
)
に
援
軍
を
仰
い
だ
際
、
彌
射
の
領
土
を
狙

っ
て
い
た
歩
真

の

諜
言
を
信
じ
て
彌
射
を
殺
害
し
て
し
ま
い
、
彌
射
の
部
衆

の
蜂
起
と
い
う
事
態
を

招

い
た
。
西
突
厭

で
の
無
用
の
鎮
圧
戦
に
よ
り
蘇
海
政

の
唐
軍
は
疲
弊
し
、
結
局
、

(14
)

吐
蕃
に
対
し
て
軍
資
金
を
賂
と
し
て
渡
し
て
和
睦
し
撤
退
し
た
。
こ
の
唐
の
失
策

(
15
)

に
よ
り
、
西
突
厭

の
唐

へ
の
不
信
感
は
増
大
し
、
吐
蕃

に
対
し
て
も

「唐
は
組

み

し
易
し
」
と
い
う
侮
り
の
念
を
抱
か
せ
て
し
ま

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

六
六
三
年
五
月
、
吐
蕃
は
、
吐
谷
渾

の
反
唐
勢
力

に
誘
導
さ
れ
て
こ
れ
を
滅
ぼ

し
、
吐
谷
渾
の
地
を
併
呑
し
た
。
唐
の
偲
偏
で
あ

っ
た
吐
谷
渾
王
の
慕
容
諾
易
鉢

は
涼
州
に
逃
亡
し
、
唐
は
直
ち
に
涼
州
と
郵
州
に
軍
隊
を
集
結
さ
せ
て
吐
蕃
に
備

え
、
六
月
、
蘇
定
方

(西
突
腋
と
百
済
を
滅
ぼ
し
た
名
将
)
を
安
集
大
使
と
し
て

4
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(16

)

派
遣
し
た
。
同
月
、
吐
蕃
も
大
臣
を
唐

に
派
遣
し
て
交
渉
に
当
た
ら
せ
た
が
不
首

尾
に
終
わ

っ
た
。
そ
の
後
、
六
六
五
年
正
月
、
吐
蕃
は
既
に
占
領
し
て
い
た
吐
谷

渾
の
地

(赤
水
)
の
割
譲
を
承
認
す
る
よ
う
唐
に
要
求
し
た
が
、
高
宗
は
こ
れ
を

(17
)

許
さ
ず
、
唐
と
吐
蕃
は
対
立
を
深
め
て
い

っ
た
。
和
睦
に
よ
る
領
土
獲
得
が
困
難

で
あ
る
と
判
断
し
た
吐
蕃
は
、
武
力
行
使

に
よ
る
領
土
拡
張
を
決
意
し
た
と
思
わ

れ
、
そ
の
後
、
吐
蕃
は
西
域
等
に
も
積
極
的

に
侵
攻
す
る
よ
う
に
な
る
。
六
六
五

　
お
　

年
、
吐
蕃
は
弓
月

・
疏
勒
と
連
合
し
、
干
關
を
攻
略
し
掌
握
し
た
。
六
六
六
年
、

　む
　

高
宗
は
、
吐
谷
渾
王
で
あ

っ
た
諾
易
鉢
を
青
海
王
に
冊
立
し
、
唐
は
吐
谷
渾
の
偲

偲
政
権
を
再
興
す
る
意
思
を
示
し
た
。
六
六
七
年
、
吐
蕃
は
唐

の
支
配
下

に
あ

っ

(20
)

た
生
苑
の
十
二
州
を
奪
取
し
た
。
吐
蕃
の
唐

へ
の
対
決
姿
勢
は
明
瞭
で
あ

っ
た
が
、

唐
の
対
吐
蕃
政
策
は
幾
分
複
雑
で
あ

っ
た
。
事
実
、
唐
で
は
高
句
麗
滅
亡

の
翌
年

(六
六
九
年
)
九
月
、
吐
谷
渾
支
援

の
為

の
吐
蕃
討
伐
が
朝
議

に
上

っ
た
時
、
群

(
21
)

臣
の
意
見
は
三

つ
に
割
れ
て
廟
議
は
定
ま
ら
な
か

っ
た
。
唐
で
は
吐
蕃
の
侵
攻
を

憂
慮
し
、
そ
の
動
向
を
気

に
か
け
警
戒
視
す

る
意
見
も
出
て
い
た
が
、
こ
の
時
点

で
は
、
吐
蕃
討
伐
は
実
行

に
移
さ
れ
な
か

っ
た
。
六
六
〇
年
代
、
唐
の
吐
蕃

へ
の

対
応
策
が
概
し
て
消
極
的

で
あ

っ
た
理
由

は
、
こ
の
時
期
、
高
句
麗
討
滅

の
た
め

東
方
戦
線
に
主
戦
力
を
集
中
し
て
お
り
、
唐

は
、
吐
蕃
に
対
し
て
武
力
行
使
な
ど

の
本
格
的
な
対
応
を
と
る
事
が
で
き
な
か

っ
た
事

に
あ
ろ
う
。

一
方
、
東
方
に
お
い
て
は
、
高
句
麗
滅
亡
前
後
、
唐
の
同
盟
者
で
あ

っ
た
新
羅

が
、
反
唐
に
意
識
を
転
換
し

つ
つ
あ

っ
た
。
半
島
内

で
孤
立
し
て
い
た
新
羅
は
唐

と
連
合
す
る
こ
と
で
百
済

・
高
句
麗

・
日
本

と
対
立
し
交
戦
し
て
き
た
が
、
百
済

滅
亡
後
の
六
六
三
年
、
唐
は
新
羅
を
鶏
林
大
都
督
府
と
な
し
、
文
武
王
を
鶏
林
大

都
督
に
任
じ
て
、
新
羅
を
も
罵
魔
支
配
の
下

に
組
み
込
ん
だ
。
同
時
に
、
唐
は
百

済
王
子
の
扶
鯨
隆
を
熊
津
都
督
に
任
命
し

て
百
済
遺
民
の
安
堵
を
任
せ
、
六
六
四

年

(麟
徳
元
)
に
は
、
新
羅
が
拒
絶
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
宗

か
ら
の
厳
し

い
勅
命
と
い
う
形
で
百
済
と
の
盟
約
を
強
要
し
、
新
羅
と
百
済
の
国
境
線
を
劃
定

　お
　

し
た
。
そ
の
地
域

で
の
異
民
族
勢
力
を
分
断
的
に
統
治
し
て
現
地
勢
力

の
弱
体

化

・
偲
偲
化
を
図
る
の
が
、
唐
お
よ
び
中
国

の
歴
代
王
朝

の
周
辺
諸
国
に
対
す
る

支
配
権
確
立
の
為
の
常
套
手
段
で
あ
る
。
例
え
ば
唐
は
、
六
四
〇
年

に
吐
谷
渾
、

(23
)

六
四

一
年

に
吐
蕃
に
各
々
公
主
を
降
嫁
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
狙

い
は
吐
谷
渾
と

吐
蕃
と
い
う
現
地
勢
力
を
二
分
し
、
牽
制
さ
せ
る
こ
と
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
西
突
厭
に
対
す
る
二
人
の
偲
偏
可
汗

の
擁
立
に
つ
い
て
も
、
西
突
厭
遺
民

を
分
断
的

に
統
御
し
よ
う
と
す
る
唐
の
意
図
が
伺
え
る
。
新
羅
と
百
済
に
対
し
て

も
唐
は
同
様
の
政
策
を
進
め
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
唐

の
分
断
政
策
に
よ
り
、

新
羅
は
唐

に
対
し
て
脅
威
と
反
感
を
抱
く
に
至

っ
た
。
高
句
麗
が
滅
び
た
六
六
八

年
、
新
羅

の
方
か
ら
、
国
交
断
絶
し
て
い
た
日
本
に
対
し
て
使
者
を
派
遣
し
友
好

関
係
の
樹
立
を
図

っ
て
い
る
こ
と
、
六
六
九
年
、
高
句
麗
か
ら
四
千
余
戸
を
率

い

て
亡
命
し
て
き
た
安
舜

(高
句
麗
王
の
外
孫

で
後
に
唐

に
叛
旗
を
翻
す
)
を
受
け

(
24
)

入
れ
庇
護
し
た
こ
と
等
か
ら
判
断
し
て
も
、
こ
の
時
期

に
新
羅
が
唐
と
の
戦
争
を

　お
　

決
意
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

第
二
章

第

一
次
唐

・
吐
蕃
戦
争

(六
七
〇
年
)

と
唐

・
新
羅
戦
争

の
関
連
性

本
章
で
は
第

一
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
と

「新
羅
の
統

一
戦
争
」
の
連
動
性
を
史
料

に
基
づ
き
旦
ハ体
的
に
論
じ
て
い
く
。
六
七
〇
年

(威
亨
元
)
四
月
、
吐
蕃
は
唐

の

安
西
都
護
府
の
あ
る
亀
薙
を
陥
落
さ
せ
、
唐

・
吐
蕃
戦
争
が
勃
発
し
た
。
唐
は
安

(26

)

西
四
鎮
を
廃
止
し
安
西
都
護
府
を
西
州

(高
昌
)
に
後
退
さ
せ
防
御
体
制
を
整
え

る

一
方
、
吐
蕃
に
対
し
て
は
、
宥
和
政
策
か
ら
武
力
に
よ
る
強
硬
策

へ
と
方
針
を

5



窓史

転
換
し
、
醇
仁
貴
を
総
帥
、
阿
史
那
道
真

と
郭
待
封
を
副
将
と
す
る
大
規
模
な
吐

蕃
討
伐
軍
を
即
座
に
派
遣
し
た
。

こ
こ
で
筆
者
が
注
目
し
た
点
は
、
唐
が
、
吐
蕃
に
攻
撃
さ
れ
た
四
月

の
う
ち
に

直
ち
に
大
規
模
な
討
伐
軍
を
組
織
し
て
い
る
事

で
あ
る
。
『冊
府
元
亀
』
巻

一
一

九

・
帝
王
部

・
選
将

一
に
は

「総
章
三
年

(六
七
〇
)
四
月
、
醇
仁
貴
を
遷
娑
道

行
軍
大
総
管
と
な
し

(中
略
)
五
万
の
軍
勢
を
統
率
さ
せ
て
吐
蕃
を
攻
撃

さ
せ

た
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
唐
が
吐
蕃

に
よ

る
安
西
都
護
府
奪
取
を
重
大
な
事
態
と

認
識
し
た
と
い
う
事
を
示
し
て
い
る
。

(27
)

し
か
し
な
が
ら
、
唐
軍
は
、
七
月
～
八
月
頃

「大
非
川

の
戦

い
」
に
お
い
て
吐

蕃
軍
と
交
戦
し
、
大
敗
を
喫
し
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
大
非
川

の
会
戦
に
お
け
る
唐

軍
の
規
模
と
大
敗
の
状
況
に
つ
い
て
、
簡
単
な
考
察
も
加
え
つ
つ
、
諸
史
料
を
以

下
に
要
約
す
る
。

・
唐
軍
の
規
模
は
、
史
料
に
よ

っ
て
五

万

(
『冊
府
元
亀
』
巻

=

九
)
と
も

十
鯨
万

(『旧
唐
書
』
巻

一
九
六
吐
蕃
伝
、
『新
唐
書
』
巻

二

一
六
吐
蕃
伝
)

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
本
格
的
な
大
軍

で
あ

っ
た
。

・
主
将
醇
仁
貴
と
副
将
郭
待
封

の
不
仲
が
原
因
で
、
唐
側
は
軍
を
二
つ
に
分
け

て
進
軍
し
た
。
吐
蕃
軍
の
司
令
官

ロ
ン
チ
ン
リ
ン

(論
欽
陵
)
は
唐
側
の
隙

に
巧
み
に
乗
じ
、
各
個
撃
破
で
唐
軍

を
大
破
し
た

(『冊
府
元
亀
』
巻
四
五

六

・
将
帥
部

・
不
和
、
『旧
唐
書
』
巻
八
三

・
醇
仁
貴
伝
)
。

・
唐
軍
は
大
敗
し
、
死
傷
者
は
数
知
れ

ぬ
程
で
あ

っ
た

(『資
治
通
鑑
』
巻
二

〇

一
)。

・
三
将
軍
は
戦
線
離
脱
し
て
辛
う
じ
て
戦
死
を
免
れ
た
が
、
敗
戦
の
責
任
を
問

わ
れ
、
み
な
官
位
を
剥
奪
さ
れ
て
庶

人
に
落
と
さ
れ
た

(『資
治
通
鑑
』
巻

二
〇

一
、
『旧
唐
書
』
醇
仁
貴
伝
)。

・
大
非
川
で
の
唐
軍

の
敗
北
は
、
『冊
府
元
亀
』
巻
四
四
三

・
将
帥
部

・
敗
靱

三
に
敗
戦
記
録
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
『冊
府
元
亀
』
将
帥
部

・
敗
甥
に

は
、
主
と
し
て
大
き
な
敗
北
ば

か
り
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
非
川
の
戦

い
も
唐
に
と

っ
て
大
敗
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・
『冊
府
元
亀
』
巻

一
〇
〇
〇

・
外
臣
部

・
亡
滅
に
よ
れ
ば
、
唐
軍
が
大
非
川

で
大
敗
し
た
こ
と
に
よ
り
吐
谷
渾
は
完
全

に
滅
亡
し
た
。

以
上
か
ら
、
唐
が
本
格
的
に
組
織
し
て
派
遣
し
た
軍
勢
が
、
吐
蕃
軍
に
惨
敗
を
喫

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
敗
戦
後
の
閏
九
月
、
唐
側
で
は
姜
恪
が
涼
州
道
行
軍
大
総

管
に
任
命
さ
れ
て
吐
蕃
討
伐
の
た
め
に
出
撃
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
部
隊
は
二

年
間
、
吐
蕃
と
戦
う
こ
と
な
く
、
司
令
官
姜
恪

の
病
死
を
も

っ
て

一
戦
も
交
え
る

　
　
　

こ
と
な
く
帰
還
し
て
い
る
。

つ
ま
り
大
非
川
で
の
大
敗
後
、
唐

は
し
ば
ら
く
の
期

間
、
吐
蕃
に
対
し
て
目
立

っ
た
攻
勢
を
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

敗
戦
後
、
吐
谷
渾

の
故
地
は
完
全
に
吐
蕃
に
吸
収
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
六

六
三
年
以
前
の
様
に
吐
谷
渾
に
親
唐

の
偲
偲
政
権
を
擁
立
し
吐
蕃
を
東
方
か
ら
牽

制
す
る
と
い
う
唐
の
戦
略
は
破
綻
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

こ
の
大
敗
は
、
唐
の

周
辺
地
域
の
情
勢
を
大
き
く
変
え
る
契
機
に
も
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ぼ
、
西
方
で
唐
軍
が
吐
蕃
軍
に
大
敗
し
た
六
七
〇
年

に
は
、
東

の
朝
鮮
半

島
に
お
い
て
も
高
句
麗
遺
民
の
反
乱
が
勃
発
し
、
新
羅
の
唐

に
対
す
る
敵
対
行
為

も
明
瞭
と
な
る
な
ど
、
唐
の
東
西

の
辺
境
で
紛
争
の
連
動
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

東
西
両
戦
線

の
動
き
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
『資
治
通
鑑
』
巻

二
〇

一
・
威
亨

元
年

(六
七
〇
)
条
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
月
、
吐
蕃
が
西
域
十
八
州
を
陥
と
し
た
。
ま
た
、
干
聞
と
と
も
に
亀
弦
の

擾
換
城
を
襲

っ
て
陥
落
さ
せ
た
の
で
、
唐
は
亀
弦

・
干
聞

・
焉
看

・
疏
勒
の

安
西
四
鎮
を
罷
め
た
。
辛
亥

の
日
、
右
威
衛
大
将
軍

の
醇
仁
貴
を
濯
娑
道
行
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軍
大
総
管
と
な
し
、
左
衛
員
外
大
将
軍

の
阿
史
那
道
真
、
左
衛
将
軍
の
郭
待

封
を
副
将
と
な
し
て
吐
蕃
を
討
た
せ
、
吐
谷
渾
を
支
援
し
て
故
地
に
帰
還
さ

せ
よ
う
と
し
た
。
(中
略
)
高
句
麗

の
酋
長

・
鉗
牟
琴
が
叛
き
、
高
蔵

(高

句
麗
の
宝
蔵
王
)
の
外
孫
安
舜
を
推
戴
し
て
主
と
な
し
た
。
高
宗
は
、
左
監

門
大
将
軍

の
高
侃
を
東
州
道
行
軍
総
官

に
任
命
し
て
安
舜
を
討
た
せ
た
。
安

舜
は
鉗
牟
琴
を
殺
し
、
新
羅
に
逃
げ
た
。

(中
略
)
八
月
、
(中
略
)
醇
仁
貴

は
軍
を
退

い
て
大
非
川
に
駐
屯
し
て

い
た
が
、
吐
蕃
の
宰
相
論
欽
陵
が
兵
四

〇
余
万
を
率

い
て
襲
撃
し
て
き
た
。
唐
軍
は
大
敗
し
、
死
傷
者
は
数
知
れ
な

か
っ
た
。

こ
こ
で
筆
者
が
注
目
し
た
点
は
、
吐
蕃
討
伐
軍

の
総
司
令
官
を

つ
と
め
た
醇
仁

貴
が
、
太
宗
期
と
高
宗
期

に
高
句
麗
遠
征

で
活
躍
し
た
将
軍
で
あ
り
、
安
東
都
護

(
29
)

で
あ

っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
副
将
の
郭
待
封
も
六
六
六
年
～
六
六
八
年

の
高
句

　　
　

麗
遠
征
に
副
将
と
し
て
従
軍
し
、
水
軍
を
率

い
て
平
壌
を
攻
略
し
て
い
る
。

つ
ま

り
、
吐
蕃
討
伐
軍
の
主
将
と
副
将
は
と
も

に
高
句
麗
遠
征
の
前
線
将
軍
で
あ

っ
た
。

そ
れ
ま
で
は
高
句
麗
が
唐

に
と

っ
て
の
主
た

る
強
敵
だ

っ
た
の
で
、
唐
の
精
鋭
部

隊
は
東
方
戦
線
に
集
中
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
東
方
戦
線
が
高
句
麗
の
滅
亡
に

よ
り

一
応
終
息
し
た
の
で
、
唐
は
こ
の
軍
勢
を
対
吐
蕃
戦
に
投
入
し
、
事
態
を
速

や
か
に
収
拾
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
醇
仁
貴
を
中
心
と
す
る
東

方
戦
線
の
軍
団
が
西
方

に
移

っ
た
こ
と
に
よ

り
、
東
方
の
防
備
が
手
薄
に
な

っ
て

し
ま

っ
た
可
能
性
が
高

い
。
醇
仁
貴
が
西
方

に
赴

い
た
途
端
、
同
じ
四
月

に
高
句

麗
の
酋
長
鉗
牟
琴
が
、
新
羅
に
亡
命
中
だ

っ
た
安
舜

(宝
蔵
王
の
外
孫
)
を
盟
主

に
担
ぎ
上
げ

て
叛
旗
を
翻
し
た
。
唐

へ
の
反
抗
を
期
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
高
句
麗

遺
民
と
、
乱
の
煽
動
者

で
あ
り
唐
の
表
面
上

の
同
盟
者
で
も
あ
る
新
羅
は
、
唐
軍

の
動
向
に
関
す
る
情
報
は
敏
感
に
察
知
し

て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
機
を
捉
え
て

の
蜂
起
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
高
句
麗
遺
民

の
反
乱
に
対
し
て
、
唐
は
高
侃
を

(31
)

主
将
と
す
る
討
伐
軍
を
派
遣
し
鉗
牟
琴
を
撃
破
し
た
。

唐
の
対
吐
蕃
戦
で
の
大
敗
の
翌
六
七

一
年
正
月
、
新
羅
も
、
百
済

の
旧
都
洒
批

城
目
指
し
て
進
軍
を
開
始
し
、
七
月
頃
に
は
酒
批
城
を
占
領
し
て
所
夫
里
州
を
設

(32
)

置
し
た
。
百
済

・
高
句
麗
相
手
の
戦

い
で
恒
常
的
に
臨
戦
態
勢
に
あ

っ
た
新
羅
は
、

軍
隊
の
動
員
も
行
軍
も
迅
速
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
百
済
討
滅
前
後
の
戦

い
に

　
　
　

お
い
て
新
羅
は
唐
と
連
合
し
て
百
済
領
内
を
進
撃
し
た
経
験
も
あ
る
の
で
、
百
済

旧
都

へ
の
進
軍
路
は
熟
知
し
て
い
た
。
ま
た
、
強
力
な
反
乱
分
子
は
既
に
掃
滅
済

み
な
の
で
、
素
早

い
進
軍
が
可
能
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
旧
百
済
領
制
圧
戦

は
、
軍
事
的
に
も
地
理
的
に
も
新
羅
に
有
利

に
展
開
し
て
い
っ
た
。
状
況
か
ら
判

断
す
る
と
、
唐
軍
の
西
方

へ
の
移
動
と
六
七
〇
年
の
大
非
川
に
お
け
る
唐
軍

の
大

敗
が
、
六
七

一
年
の
新
羅
に
よ
る
旧
百
済
領
進
撃
の
引
き
金
と
な

っ
た
可
能
性
も

推
測
さ
れ
る
。

第
三
章

第

二
次
唐

・
吐
蕃
戦
争

と

「唐

・
新
羅
戦
争

の
終
結
」
及
び

「
突
豚

の
復
興
」

の
関
連
性

本
章

で
は
第
二
次
唐

・
吐
蕃
戦
争

(六
七
七
年
～
六
七
八
年
九
月
)
を
史
料
に

基
づ
い
て
概
観
し
、

こ
の
西
方

で
の
戦

い
と

「唐

・
新
羅
戦
争

の
終
結
」
及
び

「突
蕨

の
反
乱
と
復
興
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

(
一
)
第

二
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
ま
で
の
情
勢

唐
は
六
七
〇
年

の
第

一
次
唐

・
吐
蕃
戦
争

で
の
敗
北
と
朝
鮮
半
島
の
動
乱
に
よ

っ
て
、
東
西
両
面
作
戦
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
ま
ず
東
方
戦
線
で
の
対

応
策
を
見
る
と
、
唐
は
、
百
済

・
高
句
麗

の
討
滅
戦
で
活
躍
し
た
劉
仁
軌
や
李
謹

7
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(34
)
行
を
派
遣
し
て
高
句
麗
遺
民

の
反
乱
鎮
圧
と
新
羅
討
伐
を
試
み
る
と
同
時
に
、
新

羅
の
文
武
王
よ
り
官
爵
を
剥
奪
し
、
文
武

王
の
弟
で
、
長
安
に
滞
在
中
だ

っ
た
金

仁
間
を
新
羅
王

に
冊
立
し
た
。
六
七
五
年

(上
元

二
)、
唐
が
新
羅
を
各
方
面
で

撃
破
す
る
と
、
窮
し
た
文
武
王
は
唐
に
遣
使
入
貢
し
て
高
宗

に
謝
罪
し
た
の
で
、

高
宗
は
こ
れ
を
許
し
て
文
武
王
の
官
爵
を

元
に
戻
し
た
。
そ
の
翌
年
、
唐
は
安
東

都
護
府
を
遼
東
城

(遼
寧
省
遼
陽
)、
熊
津
都
督
府
を
建
安
城

(遼
寧
省
蓋
県
)

　
あ
　

に
各
々
移
転
さ
せ
、
拠
点
を
半
島

か
ら
内
地

へ
と
移
し
た
。
し
か
し
、
唐
は
、
こ

の
時
点

で
は
半
島
支
配
を
断
念
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
事

実
、
六
七
七
年

(儀
鳳

二
)、
唐

は
高
句

麗
最
後

の
王

で
あ
る
高
蔵

を
遼
東
都(36
)

督

・
朝
鮮
郡
王
に
、
百
済
王
子
の
扶
餓
隆

を
熊
津
都
督

・
帯
方
郡
王
に
各
々
任
じ
、

安
東
都
護
府
も
、
半
島
と
遼
東
を
結
ぶ
結
節
点

で
あ
り
、
唐

の
支
配
拠
点
と
し
て

よ
り
適
地

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
新
城

(遼
寧
省
撫
順
)
に
移
転
し
て
い
る
。
こ
の

様
に
、
こ
の
時
期
、
唐
は
直
接
的
な
軍
事
行
動
に
訴
え
る
の
で
は
な
く
、
軍
事
的

圧
力
を
維
持
し

つ
つ
政
略
で
朝
鮮
半
島
を
勢
力
下
に
組
み
込
も
う
と
画
策
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
旧
主
を
擁
立
し
て
の
故
地
の
奪
還

の
試
み
は
滅
亡
後
の
吐

谷
渾
に
お
い
て
も
為
さ
れ
、
ま
た
、
旧
主

を
偲
偏
と
す
る
間
接
支
配
は
西
突
厭
に

お
い
て
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
当
時

の
唐

の
周
辺
地
域

に
対
す
る
攻

略

・
支
配

の
基
本
方
策
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

西
方
戦
線
で
は
、
大
非
川
で
大
敗
し
た
翌
年
、
唐
は
西
突
厭

の
阿
史
那
都
支
を

旬
延
都
督

に
任
命
し
、
吐
蕃
に
よ
る
西
域
侵
攻
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ

　
　
　
た
。
ま
た
、
唐
は
六
七
三
年
か
ら
六
七
五
年
に
か
け
て
、
吐
蕃
の
同
盟
者

で
あ
る

弓
月
や
疏
勒
王

・
干
聞
王

・
亀
弦
王
に
対
し
て
軍
事
的

・
外
交
的
圧
力
を
か
け
る

(38

)

こ
と
に
よ

っ
て
四
鎮
を
回
復
し
た
。
四
鎮
が
唐
に
帰
順
し
た
背
景
に
は
、
吐
蕃
軍

　　
　

の
撤
退
も
影
響
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

一
方
、
吐
蕃
は
六
七
五
年
正
月

　
ゆ
　

に
唐

に
遣
使
し
て
和
を
請
う
た
が
、
高
宗
は
許
さ
な
か

っ
た
。
唐
と
の
和
睦
が
難

し
い
と
分
か
る
と
、
吐
蕃
は
、
軍
事

・
外
交

の
双
方
か
ら
戦
争
準
備

に
取
り
か
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
兄
で
あ
る
宰
相
の
ツ

ェ
ン
ニ
ャ
が
外
交
戦
略
を
展
開
し
、

弟
で

「大
非
川
の
戦
い
」
で
唐
軍
を
撃
破
し
た
将
軍
の
ロ
ン
チ
ン
リ
ン
が
軍
事
作

戦
を
策
定
し
た
。
六
七
五
年
と
六
七
六
年
の
二
回
、
宰
相

の
ツ
ェ
ン

ニ
ャ
自
ら
が

西
突
厭
に
赴
い
て
い
る
が
、
ツ

ェ
ン
ニ
ャ
は
阿
史
那
都
支
と
会
談
し
、
同
盟
を
締

結
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
六
七
六
年
、
吐
蕃
王

マ
ン
ソ
ン

・
マ
ン
ツ
ェ
ン
が

(
41
)

死
去
し
た
。
王
に
は
二
人
の
遺
児
が
い
た
が
、
宰
相
ツ

ェ
ン
ニ
ャ
は
長
男
の
チ
ー1

(
42
)

ド
ゥ
ー
ソ
ン
を
新
王
に
推
戴
し
た
。
前
宰
相
ガ
ル

・
ト
ン
ツ
ェ
ン
の
頃
か
ら
ガ
ル

家
が
吐
蕃
の
政
治

・
軍
事

・
外
交
を
掌
握
し
、
長
年

マ
ン
ソ
ン
王
が
政
治
の
中
枢

に
い
な
か

っ
た
事
を
考
え
る
と
、
王
の
死
に
よ

っ
て
吐
蕃

の
国
策
が
変
更
さ
れ
る

事
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
新
王
チ
ーー
ド
ゥ
ー
ソ
ン
は
八
歳
で
あ
り
、
ガ
ル
家

に
と

っ
て
は
、
む
し
ろ
政
策
を
実
行
し
易
く
な

っ
た
と
も
言
え
る
。

(二
)
第
二
次
唐
吐
蕃
戦
争
の
勃
発
と
六
七
八
年
九
月

「青
海
付
近

の
戦
い
」
に

お
け
る
唐
軍

の
大
敗

六
七
六
年
、

ロ
ン
チ
ン
リ
ン
率

い
る
吐
蕃
軍
は
唐
に
対
す
る
軍
事
行
動
を
再
開

し
、
翌
年
に
か
け
て
都
州

・
廓
州

(以
上
青
海
省
)
・
河
州

・
芳
州

・
畳
州

・
扶

　　
　

州

(以
上
甘
粛
省
)
を
攻
撃
し
、
六
七
七
年
に
は
吐
蕃
軍
と
西
突
厭
の
阿
史
那
都

　　

支
の
連
合
軍
が
安
西
都
護
府
を
襲
撃
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
第
二
次
唐

・
吐
蕃
戦

争
が
勃
発
す
る
。

唐
は
、
六
七
七
年

(儀
鳳
二
)
か
ら
六
七
八
年

(儀
鳳
三
)
に
か
け
て
、
軍
鎮

(45

)

の
設
置
に
よ
る
辺
境
防
備
の
強
化
と
大
規
模
な
募
兵
に
よ
る
大
討
伐
軍

の
編
成
を

行
な
い
、
吐
蕃
と
の
戦

い
に
備
え
た
。
即
ち
、
六
七
七
年
、
吐
蕃
と
の
国
境
地
帯

8
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に
当
た
る
朧
右
と
河
西
に
、
積
石
軍

・
莫
門
軍

・
河
源
軍
の
三

つ
の
軍
鎮
を
置

い

(46
)
た
。
筆
者
が
注
目
し
た
点
は
、
唐
が
、
東
方

戦
線
よ
り
、
新
羅
軍
を
撃
破
し
て
文

武
王
を
謝
罪
に
追

い
込
ん
だ
李
謹
行
と
劉
仁

軌
を
召
還
し
、
六
七
六
年
頃
に
李
謹

(47

)

行
、
六
七
七
年
に
劉
仁
軌
を
各
々
対
吐
蕃

戦
に
投
入
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
第

一
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
の
際
に
、
東
方

戦
線
で
活
躍
し
た
醇
仁
貴
を
召
還
し

て
吐
蕃
討
伐
に
投
入
し
た
の
と
同
様
の
措
置

で
あ
り
、
唐
が
再
び
東
方
の
軍
事
力

を
西
方
に
移
し
た
と
考
え
る
。
六
七
七
年
十

二
月
に
は
関
内
と
河
東
で
猛
士
を
募

兵
し
た
。
六
七
八
年
正
月
、
高
宗
は
吐
蕃
討
伐
軍
の
総
帥
を
劉
仁
軌
か
ら
中
書
令

の
李
敬
玄
に
代
え
、
総
大
将
交
代
を
機
に
、
四
川

・
雲
南
方
面
か
ら
吐
蕃
を
側
面

攻
撃
す
る
よ
う
剣
南

・
山
南

の
兵
も
増
発
し
、
河
南

・
河
北
の
猛
士
も
募
集
し
て

(48

)

兵
力
を
増
強
し
た
。
こ
の
為
、
吐
蕃
討
伐
軍

の
総
兵
力
は
十
八
万
と
な

っ
た
。

唐
が
繰
り
出
し
た
吐
蕃
討
伐
軍
は
、
六
七
八
年
七
月
、
蔀
州
近
く
の
龍
支
で
吐

蕃
軍
を
撃
破
し
た
。
高
宗
は
喜
び
、
戦
勝

の
余
勢
を
駆

っ
て
新
羅
討
伐
も
考
え
る

が
、
侍
中
の
張
文
理
が

「
二
正
面
戦
争
の
危

険
性
」
を
指
摘
し
て
高
宗
に
新
羅
征

伐
を
思
い
止
ま
ら
せ
た
。
こ
の
諌
言
の
直
後

の
六
七
八
年
九
月
丙
寅

の
日
、
李
敬

玄
率
い
る
吐
蕃
討
伐
軍
が
、
「青
海
付
近
の
戦

い
」

に
お
い
て
吐
蕃

の
将

ロ
ン
チ

ン
リ
ン
と
激
戦

の
末
、
大
敗
し
た

(『資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
二

・
儀
鳳
三
年
七
月

～
九
月
条
)。
唐
軍
の
敗
戦
が

い
か
に
甚
大

で
あ

っ
た
の
か
、
諸
史
料
に
基
づ

い

て
以
下
に
ま
と
め
て
み
る
。

・
唐
側
の
前
軍
を

つ
と
め
た
、
工
部
尚
書

で
右
衛
大
将
軍
の
劉
審
禮
は
、
敵
陣

に
深
入
り
し
す
ぎ
て
捕
虜
と
な

っ
た
。
主
将
の
李
敬
玄
は
狼
狽
し
、
遁
走
し

た
。
黒
歯
常
之
が
決
死
の
兵
五
百
を
率

い
て
吐
蕃
陣
営
に
夜
襲
を
か
け
、
吐

蕃
側
の
猛
攻
を
削

い
だ

の
で
、
李
敬
玄
は
辛
う
じ
て
敗
残
兵
を
取
り
ま
と
め

都
州
に
逃
げ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

(『資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
二

・
儀
鳳
三
年

九
月
丙
寅
条
、
『旧
唐
書
』
巻

一
九
六

・
吐
蕃
伝
、
『新
唐
書
』
巻
二

=
ハ
・

吐
蕃
伝
、

『旧
唐
書
』
巻
八

一
・
李
敬
玄
伝
)
。

・
六
七
八
年
九
月
の
青
海
付
近
に
お
け
る
唐
軍

の
敗
北
も
、
『冊
府
元
亀
』
巻

四
四
三

・
将
帥
部

・
敗
劔
三

(大
敗
の
記
録
)
に
敗
戦
記
録
と
し
て
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
唐
の
大
敗
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。

・
敗
戦
を
知

っ
た
高
宗
が
侍
臣
に
吐
蕃
対
策
を
下
問
し
た
と
こ
ろ
、
辺
防
を
固

め
、
吐
蕃
遠
征
は
し
な
い
の
が
上
策
、
と
の
意
見
で
あ

っ
た
。

(『旧
唐
書
』

吐
蕃
伝
、

『旧
唐
書
』
巻
五

・
高
宗
紀
)。

二
正
面
作
戦

で
は
な
く
、

一
極
集
中

で
対
吐
蕃
戦
に
力
を
注
い
だ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
唐
は
大
敗
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
東
方
か
ら
の
兵
力
に
加
え
て
、
更

な
る
募
兵
に
よ

っ
て
強
化
し
た
十
八
万
の
大
軍

の
大
敗
は
、
唐
の
威
信
を
揺
る
が

す
事
態
で
あ
り
、
周
辺
諸
国
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

(三
)
唐
に
よ
る
新
羅
討
伐
の
完
全
放
棄

本
節
で
は
第

二
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
で
の
唐
軍

の
大
敗
と

「唐

・
新
羅
戦
争
の
終

結
」
と
の
関
係

に
着
目
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
古
畑
徹
氏
が
、
従
来
あ
ま
り

注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

『資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
二

・
儀
鳳
三
年

(六
七
八
)
九

月
条
よ
り

「張
文
灌
の
諌
言
」
を
提
示
し
、
「唐
と
吐
蕃

と
の
戦

い
」
と

「唐
に

　ハ
　

よ
る
新
羅
討
伐
の
放
棄
」
の
関
連
性
を
実
証
的

に
論
考
し
て
い
る
。
即
ち
、
六
七

八
年
九
月
、
新
羅
遠
征
を
行
な
お
う
と
し
た
高
宗

に
対
し
て
、
侍
中

の
張
文
灌
が

「
い
ま
唐
は
吐
蕃
と
対
戦
中
で
あ
り
、
征
西
に
加
え
て
東
征
も
行
な
う
こ
と
に
な

(
50
)

れ
ば
東
西
と
も
に
戦
線
拡
大
す
る
こ
と
と
な
り
、
唐
は
疲
弊
を
免
れ
な
い
」
と
反

対
し
、
吐
蕃
と
の
戦

い
を
理
由
に
新
羅
征
伐
計
画
を
中
止
さ
せ
て
い
る
。

第
二
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
の
直
前
ま
で
、
唐
は
、
安
東
都
護
府
に
よ
る
軍
事
圧
力

9
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史

の
下
、
高
句
麗

・
百
済
の
旧
主
達
を
担

い
で
の
外
交
戦
略
を
進
め
て
い
た
事
、
高

宗
が
対
吐
蕃
戦
で
の
大
敗
直
前

に
新
羅
討
伐

を
考
え
て
い
た
事
、
吐
蕃
と
の

「
二

正
面
作
戦
を
避
け
る
」
為
に
止
む
無
く
新
羅

征
伐
を
思

い
止
ま

っ
た
こ
と
等
か
ら
、

唐
が
吐
蕃
に
勝
利
し
西
方
戦
線
が
終
息
し
た
場
合
に
は
、
唐
に
よ
る
朝
鮮
半
島

へ

の
軍
事
的
侵
攻
も
充
分

に
あ
り
得
た
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
六
七
八
年
九
月

の
唐
軍
の
対
吐
蕃
戦

で
の
大
敗
」
に
よ

っ
て
唐

は
軍
事
的
な
余
裕
を
失

い
、
新
羅

討
伐
を
完
全
に
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な

っ
た
。
そ
れ
は
結
果
的
に
、
そ

の
後

の
半
島
情
勢

の
安
定
化
と
新
羅
の
支
配

の
長
期
化
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
以

後
、
朝
鮮
半
島
全
域
が
国
家
の
単
位
と
な

り
、
中
華
世
界

の
影
響
を
受
け

つ
つ
も

一
線
を
画
し
、
独
自

の
歴
史
を
歩
む
こ
と
と
な
る
。

(四
)
突
腋
遺
民
に
よ
る
三
度
の
反
乱
と
突
厭

の
復
興

(六
七
九
～
六
八
二
年
)

本
節
で
は
、
第
二
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
で
の
唐

の
大
敗
と
、
そ
の

一
年
後

に
起
き

た

「突
腋
遺
民
の
反
乱
」
お
よ
び
最
終
的
な

「突
厭
の
復
興
」
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
突
厭
は
、
第

一
可
汗
国
の
後
喬

で
あ

る
東
突
厭
が
滅
亡
し
た

(六
三
〇
年
)(51

)

後
、
唐

の
単
子
都
護
府

に
服
し
て
い
た
が
、

六
七
九
年

(調
露
元
)
十
月
に
蜂
起

し
、
二
度

の
失
敗
を
経

て
六
八
二
年

に
第

二
可
汗
国
を
樹
立
し
た
。
突
厭
復
興
の

背
景
に
つ
い
て
、
岩
佐
精

一
郎
氏
、
護
雅
夫
氏
は
、
高
宗
末
か
ら
則
天
武
后
初
め

　ロ
　

の
唐
朝
内
部
の
事
情
に
帰
し
、
張
広
達
氏

は
、
対
吐
蕃
戦
の
た
め
の
西
方

へ
の
兵

力
投
入
が
契
機
に
な

っ
た
と
異
な

っ
た
指
摘
を
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
先
行
研
究
で
は

「突
厭
の
復
興
」

の
要
因
を

一
括
し
て
簡
単
に
論
じ
て

い
る
が
、
突
厭
遺
民

の
反
乱
の
う
ち
最
初

の
二
回
は
高
宗
が
存
命
中
の
出
来
事
で

あ
り
、
高
宗
の
崩
御
が
重
な
る
最
後

の
反
乱

と
で
は
唐
朝
の
状
況
が
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
「突
腋
遺

民
の
乱
勃
発
」
に
は
唐

の
対
外
的
な

軍
事
的
要
因
が
、
「突
厭
独
立

の
成
功
」
に
は
唐
の
内
政
面

の
混
乱
が
、
そ
れ
ぞ

れ
主
た
る
要
因
で
あ
る
と
す
る
複
合
的
な
見
方
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

つ
ま

り
、
「突
腋
遺
民
の
最
初

の
反
乱
」

(六
七
九
年
十
月
)

に
関
し
て
は
、
そ
の
前
年

の

「
六
七
八
年
九
月
の
対
吐
蕃
戦
で
の
唐
軍

の
大
敗
」
が
、
反
乱

の
四
ヶ
月
前

の

「唐

の
将
軍
斐
行
倹
の
西
方

へ
の
出
撃
」
等
と
あ
わ
せ
て
、
武
装
蜂
起

の
契
機
を

与
え
、
そ
の
三
年
後
、
三
度
目
の
反
乱

(六
八
二
年
)

の
帰
結
と
し
て
の

「最
終

的
な
突
蕨
の
独
立
の
成
功
」
に
関
し
て
は
、
同
時
期
に
顕
在
化
し
た

「唐
内
部

の

混
乱

(高
宗

の
崩
御

・
武
后

に
よ
る
中
宗

の
廃
位

・
李
敬
業

の
乱
)
」
が
決
定
的

な
要
因
に
な

っ
た
と
考
え
る
。
特
に
、
対
吐
蕃
戦
の
大
敗
は
唐
の
対
外
支
配
の
綻

び
を
露
呈
す
る
形
と
な
り
、
唐
内
の
突
廠
遺
民
に
自
立

の
機
運
を
与
え
、
蜂
起
に

繋
が

っ
た
事
は
充
分
に
有
り
得
る
。
六
七
九
年
六
月
、
唐

の
名
将
斐
行
倹
が
西
方

(53
)

に
出
撃
し
た
事
も

一
因
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
後
、
単
干
都
護
府
が
鎮
圧
に
着
手
し
た
が
、
突
腋
遺
民
は
こ
の
討
伐
軍
を

撃
破
し
た
。
勝
利
に
勢
い
づ

い
た
突
厭
軍
は
、
契
丹
も
煽
動
し
て
営
州

(遼
寧
省

朝
陽
)
を
襲
撃
し
た
が
、
唐
軍
に
撃
破
さ
れ
た
。
突
蕨
は
、
唐
の
北
東
地
域

へ
の

反
乱

の
拡
大
を
試
み
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
後
、
唐
は
、
西
方
よ
り
帰
還
し
た
斐

行
倹
に
本
格
的
な
討
伐
軍

(総
勢
三
十
蝕
万
)
を
委
ね
て
派
遣
し
、
突
厭
遺
民
の

乱
を
鎮
圧
し
た
。
唐
軍
が
撤
退
す
る
と
遺
民
達
は
再
蜂
起
し
た
が
、
斐
行
倹
に
よ

る
再
度

の
突
厭
討
伐

に
よ

っ
て
二
度
目
の
反
乱
も
鎮
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
六
八

二
年

(永
淳
元
)、
阿
史
那
骨
咄
禄

(第

一
可
汗
国
最
後

の
頷
利
可
汗

の
子
孫
)

が
三
度
目
の
反
乱
を
起

こ
し
、
こ
れ
に
対
し
て
も
唐
は
討
伐
を
計
画
し
た
が
、
高

宗
の
崩
御

(六
八
三
年
十
二
月
)
や
李
敬
業

の
乱

(六
八
四
年
九
月
)
等
に
よ
り

(
54
)

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
様
な
唐
朝
中
枢
部
の
混
乱
に
よ
り
、
突
厭
遺
民

へ
の
本
格
的
な
討
伐
は
行
な
わ
れ
ず
、
そ
の
結
果
、
骨
咄
禄

の
復
興
突
蕨
は
独
立
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を
保
ち
得
た
。

(五
)
唐

に
よ
る
四
鎮
回
復
と
吐
蕃

の
動
向

六
七
九
年
、
斐
行
倹
は
、
吐
蕃
と
連
合
し
て
安
西
都
護
府
を
襲
撃
し
た
西
突
蕨

の
阿
史
那
都
支
を
捕
縛
し
、
四
鎮
を
回
復
す
る
と
、
西
突
厭

の
要
衝
砕
葉
に
新
た

に
城
塞
を
築
か
せ
、
西
突
厭

へ
の
支
配
の
強
化
と
、
西
突
廠
と
吐
蕃
の
連
繋
の
遮

断
を
試
み
た
。
六
八
二
年
二
月
、
西
突
厭
の
阿
史
那
車
薄
が
反
乱
を
起
こ
し
た
が
、

四
月
に
は
鎮
圧
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
吐
蕃

で
は
六
七
八
年

か
ら
六
八
〇
年

(永

隆
元
)

に
か
け
て
新
王
即
位
に
絡
む
政
争
が
起

こ
り
、
宰
相
の
ツ
ェ
ン
ニ
ャ
が
政

敵
を
失
脚
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
為
、
内
訂
を
抱
え
て
い
た
吐
蕃
は
唐
の
四
鎮
奪
還

　　

に
対
し
て
も
反
撃
し
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
吐
蕃
は
内
紛
終
息
後
の
六

八
〇
年
以
降
、
四
川
方
面
と
青
海
方
面
か
ら
攻
勢
を
か
け
、
六
八
〇
年
、
安
戎
城

(吐
蕃
防
御
の
為
に
茂
州
の
西
南

に
建
設
)

を
奪
取
し
た
の
で
、
雲
南

の
諸
蛮
は

み
な
吐
蕃
に
降
服
し
た
。
だ
が
、
青
海
戦
線

で
は
六
七
七
年

に
唐
が
設
置
し
た
軍

鎮
が
防
波
堤
と
し
て
の
…機
能
を
果
た
し
た
為

も
あ
り
、
唐
側
は
吐
蕃
軍
の
攻
撃
を

　め
　

食

い
止
め
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
六
八
〇
年

以
後
も
、
局
地
的
に
は

一
進

一
退

の

攻
防
戦
は
続
い
て
い
た
が
、
唐

・
吐
蕃
間
に
は
大
規
模
な
戦
闘
は
行
な
わ
れ
な
か

っ
た
。

第
四
章

第
三
次
唐

・
吐
蕃
戦
争

六
九
六
年
三
月
)

(六
八
七
年
～

本
章

で
は
、
第
三
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
を
、

突
厳

・
西
突
腋
の
動
向
も
含
め
て
考

察
す
る
。
尚
、
こ
の
戦
争
の
前
後

で
は
、
第

一
次

・
第
二
次
以
上
に
、
国
際
的

・

外
交
的
な
側
面
が
顕
著
に
な

っ
て
く
る
。

(
一
)
前
半
期

(主
た
る
戦
闘
期
間
は
、
六
八
七
年
～
六
八
九
年
七
月
)

四
鎮
奪
還
を
果
た
し
た
唐
は
、
西
突
厭

に
対
す
る
吐
蕃
の
侵
攻
を
阻
止
す
る
為
、

支
配
者
不
在
で
あ

っ
た
西
突
厭

に
対
し
、
再
度
、
二
人
の
偲
偏
可
汗
を
擁
立
し
た
。

六
八
五
年

(垂
操
元
)、
阿
史
那
彌
射

の
息
子
元
慶

に
西
突
厭
東
部
、
翌
六
八
六

年

(垂
操
二
)、
阿
史
那
歩
真

の
息

子
鱗
麩
羅

に
西
突
厭
西
部
を
統
轄
さ
せ
た
。

一
方
、
吐
蕃
で
は
六
八
五
年
、
宰
相
の
ツ

ェ
ン
ニ
ャ
が
死
去
し
、
弟
で
、
再
三
唐

軍
を
撃
破
し
た
名
将
の
ロ
ン
チ
ン
リ
ン
が
宰
相
位
を
継
承
し
た
。
新
宰
相

ロ
ン
チ

ン
リ
ン
は
父
兄
以
来
の
対
外
膨
張
策
を
推
進
し
、
西
域

に
対
し
て
も
軍
事
行
動
を

再
開
し
た
。
六
八
七
年

(垂
操
三
)
吐
蕃
が
、
焉
老
日
と
亀
弦
を
攻
め
落
と
し
、
四

　　
　

鎮
を
み
た
び
奪

い
取
る
と
、
こ
れ
に
よ

っ
て
第
三
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
が
勃
発
し
た
。

則
天
武
后
は
六
八
八
年

(垂
操
四
)
、
自
身

に
対
抗
し
て
起
こ
っ
た

「越
王
の
乱
」

を
鎮
圧
し
残
る
唐
室
諸
王
も
粛
清
し
た
後
、
章
待
債
を
主
将
と
す
る
三
六
総
管
か

ら
な
る
大
規
模
な
吐
蕃
討
伐
軍
を
編
成
し
西
域

へ
派
遣
し
た
が
、
六
八
九
年
七
月

「寅
識
迦
河
の
戦

い
」

(弓
月

の
西
南
)
に
お
い
て
吐
蕃
軍
に
大
敗
を
喫
し

て
し

ま

っ
た
。
『資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
四

・
永
昌
元
年
七
月
条
よ
り
戦

い
の
様
相
を
以

下
に
抜
粋
す
る
。

・
章
待
慣
率

い
る
唐
の
大
軍
は
、
吐
蕃
軍
に
大
敗
し
た
。
唐
軍
は
敗
戦
後
、
兵

士
に
凍
死
者
ピ
餓
死
者
が
続
出
し
、
死
者
が
霧
し
い
数

に
の
ぼ

っ
た
た
め
、

章
待
債
は
帰
還
し
た
。

・
章
待
債
は
除
名
の
上
、
流
刑
に
処
さ
れ
、
副
将

の
閻
温
古
も
斬
罪

に
処
さ
れ

た
。

・
敗
戦
後
、
安
西
副
都
護
の
唐
休
環
が
敗
残
兵
を
取
り
ま
と
め
、
西
域

(西
州

以
東
)
を
安
堵
し
た
。

大
敗
し
た
唐
は
、
翌
年
の
武
周
革
命
を
挟
ん
で
三
年
間
は
、
吐
蕃
に
対
し
て
大
規
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窓史

(
58
)

模
な
反
撃
は
行
な
わ
ず
、
主
と
し
て
、
安
西
都
護
府
を
西
州
に
撤
退
さ
せ
て
守
り

を
固
め
さ
せ
る
に
留
ま

っ
た
。

筆
者
は
、
第
三
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
に
お
け
る
復
興
突
厭

の
動
向
と
連
動
性
に
つ

い
て
も
着
目
し
た
。
第
三
次
唐

・
吐
蕃
戦
争

が
勃
発
し
た
頃
、
突
蕨
第

二
可
汗
国

の
阿
史
那
骨
咄
禄

は
、
六
八
七
年

(垂
操

三
)
十
月
以
後
、
も
し
く

は
六
八
八

(垂
操
四
)
よ
り
、
西
突
腋

へ
の
攻
撃
を
開
始
し
て
い
る
。
唐
が
西
突
蕨

の
東
部

に
擁
立
し
た
偲
偏
可
汗
の
阿
史
那
元
慶
は
、
吐
蕃
軍
に
破
れ
捕
虜
と
な

っ
た
後
、

　
お
　

唐
に
逃
げ
帰

っ
て
お
り
、
そ
の
地
域
で
の
既
存
勢
力
の
空
白
を
見
て
、
突
厭
は
西

突
厭

へ
の
攻
略
に
着
手
し
た
と
思
わ
れ
る
。
突
蕨

に
対
し
て
、
唐
は
六
八
九
年
に

二
度
、
討
伐
軍
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
突
廠
軍
を
捕
捉
で
き
ず
目
立

っ
た
戦
果
を

挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
更
に
、
対
吐
蕃
戦
で
の
唐

の
大
敗
後
、
六
九
〇

年

(天
授
元
)
突
豚

の
骨
咄
禄
は
大
規
模
な
征
西
を
行
な
い
、
唐
の
偲
偲
政
権
で

　
　
　

あ
る
西
突
厭
西
部

の
阿
史
那
解
悪
羅
を
攻
撃
し
た

の
で
、
斜
麩
羅
は
耐
え
ら
れ

ず
唐
に
逃
走
し
た
。
骨
咄
禄
が
西
突
蕨
遠
征

に
着
手
し
た
背
景
に
は
、
六
八
七
年

の
吐
蕃
に
よ
る
安
西
四
鎮
奪
取
と
六
八
九
年
七
月
の

「寅
識
迦
河
の
戦

い
」
に
よ

る
唐
の
西
方
で
の
軍
事
拠
点
の
喪
失
と
軍
事
力

の
減
衰
が
直
接

に
影
響
し
て
お
り
、

唐
の
大
敗
を
好
機
と
見
て
突
腋
は
西
突
腋

に
猛
攻
撃
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

突
厭
第
二
可
汗
国
は
主
と
し
て
東
突
腋

(第

一
可
汗
国
)
の
故
地
を
勢
力
圏
と
し

て
い
た
の
で
、
そ
の
地
域

で
の
支
配
が
固
ま

っ
た
後
は
、
唐
の
偲
偏
化
し
た
西
突

厭
を
併
合
し
、
か
つ
て
の
大
帝
国
を
再
興
し

よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
ろ
う
。
吐
蕃

に
加
え
て
突
厭
も
西
域
争
奪
戦
に
加
わ

っ
た
場
合
、
唐
の
西
域
支
配
に
と

っ
て
非

常
に
深
刻
な
事
態
と
な
る
恐
れ
も
あ

っ
た
が
、
六
九

一
年

(天
授
二
)
に
突
厭
可

汗
の
骨
咄
禄
が
死
去
し
た
為

に
、
突
厭
は
西
突
厭
征
服
戦
を
続
行
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
唐
に
と

っ
て
の
危
機
的
状
況
は
回
避
さ
れ
た
。

(二
)
後
半
期

(主
た
る
戦
闘
期
間
は
、
六
九
二
年
十
月
～
六
九
六
年
三
月
)

六
八
九
年
に

「寅
識
迦
河
の
戦
い
」
に
敗
北
し
た
唐
は
、
武
周
革
命

の
後
、
対

吐
蕃
戦

に
着
手
し
た
。
唐
は
そ
の
際
、
吐
蕃

の
戦
闘
方
法
や
情
勢
に
通
暁
し
て
い

た
王
孝
傑
を
用

い
た
。
王
孝
傑
は
六
七
八
年

の
対
吐
蕃
戦
大
敗
の
際

に
捕
虜
と
な

り
ラ
サ
に
連
行
さ
れ
た
が
、
幼

い
吐
蕃
王
チ
ーー
ド
ゥ
ー
ソ
ン
が
亡
き
父
に
似
て
い

る
と
泣
き
出
し
た
為
、
助
命
厚
遇
さ
れ
、
長
期
の
吐
蕃
滞
在
の
後
に
唐

へ
の
帰
還

も
許
さ
れ
た
。
六
九
二
年

(長
寿
元
)
の
二
月
と
六
月
に
、
吐
蕃
か
ら
唐

へ
の
亡

　
れ
　

命
者

(党
項
万
鯨
人

・
吐
蕃
の
酋
長
答
撞

・
完
蛮
八
千
鯨
人
)
が
相
次
ぎ
、
吐
蕃

国
内

に
政
情
不
安
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
を
好
機
と
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
西
州(62
)

都
督

の
唐
休
環
は
四
鎮
奪
回
作
戦
を
立
案
し
、
王
孝
傑
と
作
戦
を
実
行

に
移
し
た
。

六
九

二
年
十
月
、
唐
軍
は
西
方

に
進
撃
し
、
吐
蕃
軍
を
大
破
し
て
吐
蕃
か
ら
四

鎮
を
奪
還
す
る
と
と
も
に
、
安
西
都
護
府
を
亀
薙
に
前
進
さ
せ
、
駐
屯
軍
三
万
を

　
ほ
　

置

い
て
防
御
を
固
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
吐
蕃
は
、
四
鎮
奪
還
の
為
に
、
西
突
厭

の
阿
史
那
俊
子
と
連
合
し
て
唐

へ
の
反
撃
を
試
み
た
。
俊
子
は
、
唐
が
西
突
厭
の

偲
偏
可
汗

に
擁
立
し
た
阿
史
那
元
慶

の
長
男
で
あ

っ
た
が
、
唐
が
元
慶
を
処
刑
し

た
の
で
、
父
の
仇
を
報
じ
る
た
め
叛
旗
を
翻
し
吐
蕃
と
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
吐
蕃

軍
は
、
宰
相

ロ
ン
チ
ン
リ
ン
の
末
弟

で
あ
る
グ

ン
ト
ン
を
指
揮
官
と
し
て
、
西
突

厭
の
反
唐
勢
力
の
協
力
を
得

つ
つ
、
六
九
四
年

(延
載
元
)
二
月
、
唐
と
大
規
模

(64
)

な
戦
闘
を
行
な

っ
た
が
敗
北
し
て
し
ま

っ
た
。

吐
蕃
に
二
度
勝
利
し
た
唐
は
、
北
方
の
突
厭
に
対
し
て
も
攻
勢
に
転
じ
た
。
即

ち
、
六
九
四
年
騰
月
に
霊
州

(寧
夏
回
族
自
治
区
)
に
入
冠
し
て
い
た
突
厭

に
対

し
て
、
三
月
、
十
八
将
軍
か
ら
な
る
大
討
伐
軍
を
差
し
向
け
た
。
突
厭
可
汗
の
黙

畷
は
撤
退
し
た
が
、
唐
は
容
赦
せ
ず
次

の
大
遠
征
軍
を
強
化
組
織
し
た
の
で
、
黙

畷
も
抵
抗
を
断
念
し
、
六
九
五
年

(天
冊
万
歳
元
)
十
月
、
遣
使
朝
貢
し
て
唐

に

12
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　お
　

降
服
し
た
。

一
方
、
六
九

二
年
と
六
九
四
年
の
二
度
も
唐
に
敗
北
し
西
域
を
失

っ
た
吐
蕃
で

は
、
宰
相

ロ
ン
チ
ン
リ
ン
が
自
ら
反
撃
を
試

み
、
六
九
五
年
七
月
、
青
海

の
臨
挑

に
侵
攻
し
た
。
宰
相
不
在
の
六
九
五
年
の
冬
、
前
年

の
敗
戦
の
責
任
を
問
わ
れ
、

指
揮
官
で
あ

っ
た
グ
ン
ト
ン

(宰
相
の
末
弟
)
が
、
吐
蕃
王
チ
ーー
ド
ゥ
ー
ソ
ン
の

(66
)

命
に
よ
り
処
刑
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
即
位
時
八
歳
で
あ

っ
た
チ
H
ド

ゥ
ー
ソ
ン
も
既

に
二
七
歳
と
な
り
親
政
を
望

み
、
国
政
を
支
配
す
る
宰
相
家
を
憎

み
始
め
て
い
た
。
国
内
外
か
ら
の
圧
力
を
受
け
、

ロ
ン
チ
ン
リ
ン
は
、
唐
に
勝
利

す
る
他
に
活
路
は
無
い
状
況

に
な

っ
て
い
た
。

宰
相

ロ
ン
チ
ン
リ
ン
の
率

い
る
吐
蕃
軍
は
、
青
海
方
面
か
ら
の
反
撃
を
展
開
し
、

六
九
六
年

(万
歳
通
天
元
)
三
月
、
青
海
付
近
で
の

「素
羅
汗
山
の
戦

い
」

に
お

い
て
唐
軍
を
大
敗
さ
せ
た
。
唐
軍
の
敗
北
が
ど
れ
ほ
ど
深
刻
な
も
の
で
あ

っ
た
か

を
、
史
料
か
ら
抽
出
し
以
下
に
要
約
す
る
。

・
王
孝
傑
と
婁
師
徳
が
率

い
る
唐
軍
が
、

ロ
ン
チ
ン
リ
ン
と
ツ

ェ
ン
ワ
兄
弟

の

率

い
る
吐
蕃
軍
と
素
羅
汗
山
で
戦

い
、
唐
軍
が
大
敗
し
た

(『資
治
通
鑑
』

巻
二
〇
五

・
万
歳
通
天
元
年
三
月
壬
寅
条
、
『冊
府
元
亀
』
巻

四
四
三

・
将

帥
部

・
敗
靱
三
、
『旧
唐
書
』
吐
蕃
伝
、
『新
唐
書
』
巻
四

・
則
天
皇
后
紀
)。

・
王
孝
傑
は
敗
戦
の
責
任
を
問
わ
れ
て
庶

人
に
落
と
さ
れ
、
婁
師
徳
も
降
格
処

分

に
処

さ
れ
て
お
り
、
指
揮
官
達

は

い
ず

れ
も
厳
罰

に
処

さ
れ

て
い
る

(『資
治
通
鑑
』
巻

二
〇
五
、
『旧
唐
書
』
巻
九
三

・
王
孝
傑
伝
、
『旧
唐
書
』

巻
九
三

・
婁
師
徳
伝
)。

・
素
羅
汗
山

に
お
け
る
唐
軍
の
敗
北
も
、
主
と
し
て
大
敗
の
み
を
記
す

『冊
府

元
亀
』
巻
四
四
三

・
将
帥
部

・
敗
籾
三

に
、
敗
戦
記
録
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る
。

こ
れ
ら

の
史
料
か
ら
も
、
第
三
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
の
最
終
決
戦
で
あ
る

「素
羅
汗

山
の
戦

い
」
に
お
い
て
唐
軍
が
惨
敗
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
唐
は
こ
の
大
敗
以
降
、

西
方
に
お
い
て
大
規
模
な
軍
事
的
攻
勢
は
行
な

っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
謀
略

に
よ

っ
て
吐
蕃

の
弱
体
化
を
画
策
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

尚
、
第
三
次
唐

・吐
蕃
戦
争
に
お
い
て
は
、
吐
蕃
と
西
突
厭
が
連
合
を
組
み
、

復
興
突
蕨
も
同
時
期

に
唐
に
入
冠
す
る
な
ど
、
大
局
的

に
は
、
唐
と
吐
蕃
の
対
立

構
造
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
下
で
、
隣
接
す
る
周
辺
諸
族
も
大
き
く
関
与
し
て

お
り
、
外
交
関
係
の
萌
芽
と
戦
争

の
国
際
化
が
見
て
と
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
八
世

紀
の
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
情
勢
に
お
い
て
よ
り

一
層
顕
在
化
し
て
く
る
。

第
五
章

第
三
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
の
周
辺
諸
国

へ
の

余
波
と
唐
の
外
交
政
策
の
転
換

本
章

で
は
、
第
三
次
唐

・
吐
蕃
戦
争

の
最
終
決
戦

で
あ

る
六
九
六
年

三
月

の

「素
羅
汗
山
の
戦

い
」
で
の
唐

の
大
敗
を
機

に
轟
動
し
始
め
た
周
辺
地
域

(契

丹

・
突
蕨

・
渤
海
)

の
動
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

(
一
)
「契
丹

の
反
乱
」

(六
九
六
年
五
月
)

後
に
最
初

の
征
服
王
朝
と
な
る
遼
を
建
国
し
、
東
ア
ジ
ア
史
上
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
る
契
丹
は
、
唐
初

は
突
厭

に
服
属
し
、
唐
軍
の
高
句
麗
遠
征
時

の
進
軍
路

に
も
位
置
し
て
い
た
。
唐

に
と
っ
て
は
、
突
厭

・
高
句
麗
と
い
う
二
大

強
敵
の
征
服

の
際
、
契
丹
の
掌
握
は
戦
略
上
重
要
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
太
宗
は

突
蕨
攻
略
の
下
準
備
と
し
て
六
二
八
年

(貞
観

二
)、
契
丹

の
酋
長
摩
会
を
懐
柔

し
、
六
四
八
年

(貞
観

二
二
)
に
は
契
丹
の
本
拠
地
に
松
漠
都
督
府
を
設
置
し
て

契
丹
を
唐
の
羅
廉
支
配
下

に
置

い
た
。
し
か
し
、
六
九
六
年

(万
歳
通
天
元
)
、
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窓史

　れ
　

唐

の
苛
政
に
対
す
る
不
満
か
ら
契
丹
は
蜂
起
し
た
。
「契
丹
の
反
乱
」
と

「素
羅

汗
山
の
戦

い
」
に
つ
い
て
は
、
『新
唐
書
』
則
天
皇
后
紀
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二
〇

五

・
万
歳
通
天
元
年

(六
九
六
)
条
に
見
ら
れ
、
例
え
ば

『資
治
通
鑑
』
で
は
以

下

の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

三
月
壬
寅
、
王
孝
傑
と
婁
師
徳
が
率

い
る
唐
軍
と
、
論
欽
陵
と
賛
婆
が
率

い

る
吐
蕃
軍
が
、
素
羅
汗
山
で
戦

い
、
唐

軍
が
大
敗
し
た
。
(中
略
)
五
月
壬

子
、
営
州

の
契
丹
の
松
漠
都
督
李
尽
忠

と
帰
誠
州
刺
史
の
孫
万
栄
が
挙
兵
し

て
叛
き
、
営
州
を
攻
め
落
と
し
て
都
督

の
趙
文
劒
を
殺
害
し
た
。

こ
の
様
に
、
契
丹
蜂
起
の
二
ヶ
月
前
に

「素
羅
汗
山
の
戦
い
」
で
唐
軍
が
吐
蕃

軍

に
大
敗
し
て
い
る
。
契
丹
は
反
乱
の
準
備

は
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
西
方
で

の
唐
軍
の
大
敗
を
知
り
、
好
…機
と
見
て
反
乱

に
踏
み
切

っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

「契
丹
の
反
乱
」
に
対
し
て
唐
は
、
六
九
六
年
五
月
、
二
八
将
軍
を
指
揮
官
と

す
る
契
丹
討
伐
軍
を
派
遣
し
た
。
だ
が
、
こ

の
大
討
伐
軍
は
八
月
に
は
契
丹
軍
に

(68
)

よ

っ
て
撃
破
さ
れ
、
二
将
軍
が
契
丹
軍
の
捕
虜
と
な
る
程
の
惨
敗
を
喫
し
た
。

一

方
、
西
方
で
は
九
月
、
涼
州

(甘
粛
省
)
が
吐
蕃
に
よ

っ
て
襲
撃
さ
れ
た
。
同
じ

く
九
月
、
契
丹
を
攻
め
あ
ぐ
ね
る
唐
に
対
し

て
突
蕨
の
黙
畷
も
使
節
を
派
遣
し
、

　お
　

突
蕨
降
戸
の
返
還
を
条
件
に
契
丹
征
伐
を
請

け
負
う
旨
を
申
し
出
た
。
三
月
、
五

月
、
八
月
、
九
月
と
東
西
両
戦
線
で
敗
北
続

き
だ

っ
た
唐
は
、
黙
畷
に
契
丹
討
伐

を
命
じ
た
。
突
蕨
が
背
後
か
ら
契
丹
を
攻
撃

し
た
の
で
、
契
丹
軍
は
壊
滅
的
打
撃

を
被
り
、
首
領

の
孫
万
栄
も
家
僕
に
斌
殺
さ
れ
て
、
翌
六
九
七
年

(神
功
元
)
六

月

「契
丹
の
乱
」
は
鎮
定
さ
れ
た
。
敗
北
し
た
契
丹
は
以
後
、
突
厭

に
従
属
す
る

(70
)

こ

と

に

な

る
。

(二
)
突
腋
の
勢
力
拡
大

第
三
次
唐

・
吐
蕃
戦
争

の
前
半
で
二
度
勝
利

(六
九
二
年
、
六
九
四
年
)
し
た

唐
が
、
六
九
四
年
三
月
、
大
討
伐
軍
を
繰
り
出
し
て
き
た
の
で
、
突
腋
は
交
戦
を

断
念
し
六
九
五
年
十
月
に
唐

に
降
服
し
た
。
し
か
し
、
翌
年
三
月

に

「素
羅
汗
山

の
戦

い
」
で
唐
軍
が
大
敗
す
る
と
、
突
厭
は
唐
に
対
し
て
再
び
挑
戦
的
な
姿
勢
に

転
じ
て
い
く
。
事
実
、
六
九
七
年
正
月
に
は
突
厭
は
、
唐

の
北
辺

(霊
州

・
勝

(71
)

州
)
を
襲
撃
し
て
い
る
。
尚
、
六
九
六
年
九
月
、
吐
蕃
が
涼
州
を
襲
撃
し
て
い
る

が
、
涼
州
の
襲
撃
者
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を

「吐
蕃
」
と
記
す
も
の
以
外
に

「突

(72

)

蕨
」
と
記
す
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
五
年
後
の
七
〇

一
年
に
吐
蕃
と
突
豚
が
連
合

(
73

)

し
て
涼
州
を
挟
撃
し
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
六
九
六
年
三
月
の
唐

の
大
敗
を
機
に

突
厭
と
吐
蕃
が
接
近
し
、
半
年
後
、
突
腋
が
吐
蕃
の
涼
州
襲
撃
に
参
加
し
た
可
能

性
も
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、
突
蕨
は
強
か
に
唐
に
恩
を
売

っ
て
勢
力
拡
大
を
目
論

み
、
涼
州
が
襲
撃
さ
れ
た
同
じ
九
月
、
唐

に
向
か

っ
て
契
丹
討
伐
を
申
し
出
て
い

る
。
東
西
両
面
で
苦
闘
中
だ

っ
た
唐
は
、
突
腋
可
汗

の
黙
畷
を
遷
善
可
汗
に
冊
立

し
、
契
丹
鎮
定
を
委
任
し
た
。
突
厭
は
契
丹
を
攻
略
し
、
唐
領
で
あ

っ
た
契
丹
を

従
属
下
に
置

い
た
。
契
丹
鎮
圧
後
、
突
厭
は
唐
に
対
し
、
助
国
討
賊
の
報
酬
と
し

て
穀
種

・
緯
皇
…等
の
下
賜
を
強
要
し
、
そ
の
要
求
の
全

て
を
唐
に
呑
ま
せ
た
。
こ

の
様

に
、
第
三
次
唐

・
吐
蕃
戦
争
に
お
け
る
唐
の
敗
北
と
、
そ
の
直
後
の

「契
丹

の
反
乱
」
を
契
機
と
し
て
突
厭
は
急
速
に
勢
力
を
拡
大
し
、
契
丹
を
勢
力
下
に
組

み
込
み
、
以
後
、
強
盛
を
誇
る
よ
う
に
な

っ
た
。

尚
、
突
腋
は
六
七
九
年

の
最
初
の
蜂
起

の
時
、
契
丹
を
煽
動
し
て
営
州
を
襲
撃

し
て
お
り
、
六
九
六
年
の
契
丹
の
反
乱
に
つ
い
て
も
突
厭
が
唆
し
た
可
能
性
は
充

　
れ
　

分
に
あ
る
。
そ
の
際
、
突
腋
が
西
方
で
の
唐

の
大
敗
を
契
丹
に
伝
え
て
反
乱
を
煽

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
吐
蕃
は
六
六
〇
年
代
以
降
、
弓
月
や
西
突
腋
と
連
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合
し
て
お
り
、
七
〇

一
年
以
降
は
、
吐
蕃
と
突
厭
の
連
合
も
明
確
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
筆
者
は
、
吐
蕃
と
西
突
厭
や
突
蕨

・
契
丹
の
間
で
、
情
報

の
収
集
と
送
信
と
い

っ
た
周
辺
諸
国
間

の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
七
世
紀
末
頃
に

は
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
。

(三
)
渤
海

(震
国
)
の
建
国

(六
九
八
年
)

渤
海
は
、
六
九
六
年
の
契
丹
の
反
乱
を
契
機
と
し
て
、
六
九
八
年
、
粟
末
鯨
鞠

族

の
大
詐
栄
が
、
蘇
鞠
族
や
高
句
麗
遺
民
を
従
え
て
建
国
し
た
。
「契
丹
の
反
乱
」

と

「渤
海
の
建
国
」
の
関
連
性
に
つ
い
て

『旧
唐
書
』
巻

一
九
九

・
渤
海
蛛
輻
伝

(75

)

な
ど
の
史
書
に
も
明
記
さ
れ
て
お
り
、
従

っ
て
、
渤
海
の
建
国
も
第
三
次
唐

・
吐

蕃
戦
争
か
ら
の
連
鎖
的
な
出
来
事
と
位
置
づ

け
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
渤
海
は
、
唐

と
対
立
す
る
と
い
う
関
係
か
ら
も
孤
立
化
を
避
け
る
と
い
う
点
か
ら
も
外
交
を
重

視
し
、
同
じ
反
唐

の
突
厭

・
新
羅

・
契
丹
と
誼
を
通
じ
た
。
突
厭

に
対
し
て
は
建

国
直
後
に
通
好
し
、
新
羅
に
対
し
て
も
友
好
関
係
の
樹
立
を
試
み
た
。
ま
た
、
契

(76

)

丹
と
も
友
好
関
係
を
維
持
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
後
、
渤
海
は
、
突
厭

の
配
下
と
し
て
反
唐
勢
力
に
加
わ
り
、
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
情
勢

に
も
影
響
を
与

え
る
よ
う
に
な
る
。

(四
)
「
七
世
紀
後
半
の
唐

・
吐
蕃
戦
争
」

の
終
息

「素
羅
汗
山
の
戦
い
」
に
大
勝
し
た
吐
蕃

の
宰
相

ロ
ン
チ
ン
リ

ン
は
、
半
年
後

の
六
九
六
年
九
月
、
唐
に
対
し
、
「安
西
四
鎮
か
ら
の
撤
退
」
と

「十
姓

(西
突

(77
)

巌
)

の
地
の
吐
蕃

へ
の
割
譲
」
と
い
う
法
外

な
条
件
で
和
睦
を
提
案
し
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
唐
は
、
直
接
的
な
軍
事
行
動

で
は
な
く
謀
略
に
よ

っ
て
頽
勢
挽
回

を
は
か

っ
た
。
即
ち
、
唐
側
の
使
者
と
し
て

ロ
ン
チ
ン
リ
ン
と
会
談
し
た
郭
元
振

は
、
吐
蕃
側
の
弱
点
と
し
て
、
吐
蕃
王
チ
H
ド
ゥ
ー
ソ
ン
が
宰
相
家
ガ
ル

一
族
を

憎
悪
し
て
い
る
事
、
吐
蕃
人
が
長
期
の
戦
争
に
倦
み
疲
れ
て
い
る
事
等
を
看
破
し
、

内
証
を
煽
る
べ
く
吐
蕃
に
対
し
て
離
間
策
を
し
か
け
た
の
で
あ
る
。
唐

の
謀
略
は

成
功
し
、
六
九
八
年
、

ロ
ン
チ
ン
リ
ン
を
含
め
、
ガ
ル

一
族
は
、
チ
n
ド
ゥ
ー
ソ

(78
)

ン
に
よ

っ
て
粛
清
さ
れ
た
。
六
七
〇
年
以
降
、
戦
争
を
主
導
し
て
い
た
ガ
ル

一
族

が
滅
亡
し
た
事
に
よ

っ
て
、
四
半
世
紀
に
及
ん
だ

「七
世
紀
後
半

の
唐

・
吐
蕃
戦

争
」
に
も
終
止
符
が
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。

(五
)
唐

の
外
交
政
策

・
軍
事

へ
の
影
響

七
世
紀
後
半
の
唐

・
吐
蕃
戦
争
は
、
当
然

の
事
な
が
ら
、
唐
の
軍
事

・
外
交
の

方
針
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
第

一
章
で
も
論
考
し
た
よ
う
に
、
六
六

〇
年
代
、
唐
は
東
方

の
高
句
麗
討
滅
を
最
優
先
事
項
と
し
て
、
西
方
の
吐
蕃
問
題

に
つ
い
て
は
宥
和
政
策
と
も
言
え
る
消
極
策
を
と

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
六
六
八

年

に
高
句
麗
が
滅
亡
し
、
六
七
〇
年

に
唐

・
吐
蕃
戦
争
が
勃
発
し
た
後
は
、
「張

文
灌
の
諌
言
」
か
ら
も
窺

い
知
れ
る
よ
う
に
、
唐
に
と

っ
て
の
最
重
要
戦
線
は
東

方

か
ら
西
方

の
対
吐
蕃

へ
と
移
行
し
た
。
軍
制

に
関
し
て
も
、
例
え
ば
、
六
七
七

年
頃
に
、
吐
蕃
と
の
国
境
地
帯
に
幾

つ
か
の
軍
鎮
が
設
置
さ
れ
、
後

に
軍
鎮
を
束

ね
る

「節
度
使
」
が
発
生
す
る
素
地
を
形
成
し
た
。

対
吐
蕃
戦
争
が
本
格
化
す
る
以
前

の
唐
の
周
辺
地
域

へ
の
支
配
形
態
と
し
て
は
、

吐
谷
渾
や
滅
亡
後
の
西
突
厭

・
高
句
麗

・
百
済
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
旧
主
を
擁

立
し
偲
偏
政
権
を
樹
立
す
る
と
共
に
、
異
民
族
勢
力
が

一
極
集
中
し
な
い
よ
う
分

断
的
統
治
を
試
み
て
い
た
。
し
か
し
、
対
吐
蕃
戦
争
で
の
度
重
な
る
大
敗
は
、
唐

の
周
辺
地
域

へ
の
支
配
力

の
著
し

い
低
下
を
招
く
と
共
に
、
唐

の
外
交

に
関
す
る

選
択
肢
を
も
大
き
く
制
限
し
た
。
そ
の
結
果
、
相
次

い
だ
周
辺
諸
族
の
自
立
に
対
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窓史

し
て
も
充
分
な
対
応
が
と
れ
ず
、
時

に
は
、

紀
に
は
、
周
辺
諸
国
の
独
立
を
認
め

つ
つ
、

向

へ
と
外
交
方
針
が
転
換
し
て
い
く
。

お

わ

り

に

そ
の
容
認
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
八
世

そ
れ
ら
を
勢
力
下
に
引
き
入
れ
る
方

最
後

に
、
総
括
と
し
て
本
稿

の
結
論
と
、

そ
の
後
の
唐
と
周
辺
諸
国
の
動
向
を

簡
単

に
ま
と
め
て
お
く
。

七
世
紀
後
半

に
お

い
て
は
、
東
ア
ジ
ア

・
中
央
ア
ジ

ア

・
北

ア
ジ

ア
史
上
、

「唐
と
吐
蕃
の

一
連
の
戦
争
」
が
重
要
な
意

味
を
有
し
て
い
た
。
唐
が
吐
蕃
と
の

戦

い
に
大
敗
す
る
と
、
そ
の
度

に
周
辺
地
域

で
自
立
を
志
向
し
た
様
々
な
動
き
が

起
こ

っ
て
い
る
。
即
ち
、
「七
世
紀
後
半
の
唐

・
吐
蕃
戦
争
」
と
、
「新
羅
の
朝
鮮

半
島
統

一
」
、
「突
厭
の
反
乱
と
復
興
」
、
「契
丹
の
反
乱
」、
「渤
海

の
建
国
」

に
は

一
定

の
関
連
性
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
七
世
紀
後
半
は
、
複
数
の
周
辺
地
域

に
お
い
て
覇
権
が
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な

い
流
動
的
な
国
家
創
成
期
に
対
応
し
て

お
り
、
と
り
わ
け
朝
鮮
半
島
と
チ
ベ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後

の

「地
域

の
歴

史
」
を
規
定
す
る
非
常
に
重
要
な
時
期
で
あ

っ
た
。

一
方
、
七
世
紀
後
半
の
唐
は
、

西
域
を
巡
る
対
吐
蕃
戦
の
為
、
各
方
面

へ
の
軍
事
的
活
動
に
大
き
な
制
約
を
受
け
、

一
度
は
掌
握
で
き
た
朝
鮮
半
島
と
突
厭
、
更

に
は
契
丹
を
も
喪
失
し
た
。
契
丹
は

復
興
し
た
突
腋

の
勢
力
下

に
入
り
、
朝
鮮
半
島
の
北
方
に
渤
海

の
建
国
も
許
し
て

し
ま

っ
た
。
唐
は
最
終
的
に
は

「西
域

の
支
配
権
」
を
守

っ
た
が
、
「失

っ
た
も

の

(H
朝
鮮
半
島
、
突
腋
、
契
丹
)
」
も
大

き
か
っ
た
。

八
世
紀
前
半

に
な
る
と
、
新
羅

・
突
厭

・
吐
蕃
な
ど
の
周
辺
諸
国
は
自
立
期
か

ら
安
定
期

へ
と
移
行
し
、
「存
続
と
発
展
」

へ
と
目
が
向

い
た
結
果
、
軍
事

に
加

え
て
外
交
が
重
要
な
要
素
に
な

っ
て
く
る
。
周
辺
諸
国
は
、
同
盟
し
或

い
は
唐
と

結
ぶ
事

に
よ
り
、
支
配
の
安
定
化
と
繁
栄
を
目
指
し
た
。
唐
も
七
二
〇
年
代
～
七

三
〇
年
代
に
は
叛

い
た
諸
国
を
承
認
し
、
巧
み
な
外
交
戦
略
に
よ

っ
て
周
辺
諸
国

(79

)

と
の
関
係
を
改
善
し
て
い
る
。
吐
蕃
牽
制

の
為
に
突
厭
と
親
善
関
係
を
築
き
、
渤

海
牽
制
の
為
に
は
新
羅
と
の
友
好
関
係
を
利
用
し
、
東
ア
ジ
ア

・
中
央
ア
ジ
ア
の

安
全
保
障
体
制

の
構
築
を
進
め
た
。
大
局
的
に
は
、
唐

の
政
策
は
、
周
辺
諸
国

へ

の
直
接
的
支
配
か
ら
、
共
存
型
の
勢
力
圏

の
構
築

へ
と
推
移
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
後
の
唐
と
吐
蕃
の
関
係
で
あ
る
が
、
七

一
〇
年

に
金
城
公
主
が
降
嫁
し
て

唐

・
吐
蕃
間
に
平
和
が
訪
れ
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
公
主

の
化
粧
料

(河
西
九

曲
)
が
新
た
な
紛
争
地
と
化
し
て
、
再
び
唐

・
吐
蕃
間
に
戦
争
が
勃
発
す
る
。
そ

の
後
、
安
史

の
乱
の
際
に
唐
が
混
乱
し
た
隙
を
衝

い
て
、
吐
蕃
は
河
西

・
陛
右
を

奪
取
し
、
七
六
三
年

(広
徳
元
)
に
は
長
安
を
十
五
日
間
占
領
し
て
皇
帝

の
擁
立

　
　
　

ま
で
行
な

っ
た
。
吐
蕃
は
安
史
の
乱
以
降
に
本
格
的

に
歴
史
の
表
舞
台
に
現
れ
て

く
る
が
、
本
稿

で
論
考
し
た
様
に
、
七
世
紀
後
半

の
時
点
で
吐
蕃
は
既
に
唐

に
と

っ
て
は
難
敵

で
あ
り
、
唐
と
の
戦

い
を
通
し
て
、
広
く
周
辺
国
家
の
歴
史

に
対
し

て
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

七
世
紀
後
半

の
東
ア
ジ
ア

・
中
央
ア
ジ
ア

・
北
ア
ジ
ア
は
相
互
に
密
接
な
影
響

を
与
え
あ

っ
て
い
た
。
唐

お
よ
び
周
辺
諸
国
は
絶
え
ず
直
接
的
な
交
渉
を
持
ち
、

地
理
的
に
遠
く
隔
た
っ
た
周
辺
諸
国
同
士
で
も
、
唐
と
あ
る
地
域
で
の
戦

い
の
帰

趨
が
、
唐
と
他
地
域
の
関
係
に
大
き
く
影
響
す
る
な
ど
、
唐
と
の
関
係
を
媒
介
と

し
て
、
互

い
に
強

い
相
関
を
持
ち
つ
つ
発
展
し
て
い
た
。
即
ち
、
東
部

ユ
ー
ラ
シ

ア
地
域
全
体
が
、
主
と
し
て
唐
と
の
関
係
を
通
じ
て
、
有
機
的
に
連
動
し
て
い
た

時
期
で
あ

っ
た
。
と
り
わ
け
、
こ
の
時
期
の

「唐

・
吐
蕃
戦
争
」
は
、
中
国
周
辺

諸
国
の
自
立
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
有
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
点
を
、
史
料
等

に
基
づ
き
、
比
較
的
客
観
的
な
事

16



七世紀後半の 「唐 ・吐蕃戦争」 と東部ユーラシア諸国の自立への動き

実
関
係
を
抽
出
し
年
表
等
に
整
理
し
た
上
で
論
考
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
主
と

し
て
中
国
側
の
豊
富
な
史
料

に
拠

っ
た
。
当
然
の
事
な
が
ら
、
そ
の
全
体
像
を
明

ら
か
に
す
る
上
で
は
、
史
料
的
な
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
吐
蕃

・
突
厭

・
新
羅

・

高
句
麗
な
ど
、
周
辺
諸
国
側
の
史
料
に
基
づ
く
分
析
も
必
要
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
、
本
稿
で
呈
示
し
た
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
諸

国
間
の
密
接
な
関
連
性

の
考
察
は
、

そ
の
為

の
端
緒
に
過
ぎ
な

い
。
よ
り
広

い
視

点
で
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
諸
地
域
や
諸

事
象
の
相
関
を
明
ら
か
に
し
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
全
体
像
を
構
築
し
て
い
く
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
個
別
史
の
枠
を
超
え
た
、

よ
り
広
域
的
な
歴
史
研
究
と
総
合
化

が
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

註(1
)

布

目
潮

風

・
栗

原
益

男

『
階

唐
帝

国

』

(講
談

社

、

一
九

九

七

年
)
、

『世

界

歴

史
大

系

・
中

国
史

二

・
三
国
～

唐

』

(山

川
出

版
社

、

一
九
九

六
年

)

な
ど
。

(2
)

陳
寅

恪

『唐

代

政
治

史

述
論

稿

』

(上

海
古

籍

出

版

社
、

一
九
九

七

年

)

一

三
〇
頁

、

=

二
六
頁
、

一
四
六
頁

。

尚
、
初

出

は

一
九
四

四
年

。

(3
)

王
小

甫

『
唐
吐

蕃
大

食
政

治
関

係
史

』

(北
京

大
学

出
版

社
、

一
九

九

二
年
、

以
後

『
唐
吐

蕃
大

食
』

と
略

す
)

八

一
頁
。

(4
)

佐
藤

長

『
古
代

チ

ベ

ッ
ト
史
研

究
』

上

(東
洋

史
研

究
会

、

一
九

五

八
年

、

以

後

『
古
代

チ

ベ

ッ
ト
史
』
)
、
森

安
孝

夫

「
吐
蕃

の
中

央

ア
ジ

ア
進
出

」

(
『金

沢

大

学

文

学

部

論

集

・
史

学

科

篇
』

四
、

一
九

八

四

年

、
以

後

「
吐

蕃

進

出

」
)
、

O
げ
』
」
W
Φ
o
吋
零
律
戸

寒

馬

§
曾
ミ
ミ
国
ミ
賦
蕊

ミ

ら§

蛛ミ
、
毎
覧
鼻

男
二
亭

o
Φ
8
コ

d
巳
く
Φ
邑

昌

℃
お
ω
ω
噸
H
㊤
。。
8

内

藤

み
ど

り

『
西
突

厭
史

の
研

究
』

(早

稲

田
大

学

出

版
部

、

一
九

八

八
年

、
以

後

『
西
突

厭

史

』

と
略

す

)
、

王
小

甫

『唐

吐

蕃
大
食

』
。

(
5
)

年

表

お

よ
び
本

文
中

の
年

月

に
関

し

て
は
、
当

時

の
史
料

に
従

っ
て
陰
暦

で

表

し

て
あ

る
。

(
6
)

内

藤

み
ど

り

『
西
突

厭
史

』

二
六

一
頁
。

(
7
)

伊
瀬

仙

太
郎

『中

国

西
域

経

営

研
究

史
』

(巌

南

堂
書

店
、

一
九

六

八
年

、

以
後

『
西
域
経

営

』
)
。

(
8
)

『
旧
唐

書
』

巻

一
九

八

・
吐

谷

渾
伝
、

『新

唐
書

』
巻

二
二

一
・
吐

谷
渾

伝
。

(
9
)

『
旧
唐

書
』

巻

一
九
九

・
高

麗
伝

、

『
唐
会

要
』

巻

七
三

・
安
東

都

護
府

、
日

野

開

三
郎

「唐

の
高

句

麗

討

滅

と
安

東

都

護

府

」

(
『東

洋

史

学

論

集

・
第

八

巻
』

三

一
書
房

、

一
九

八

四
年

)
。

(
10
)

山

口
瑞

鳳

『
吐
蕃

王

国
成

立
史

研
究

』
岩

波
書

店
、

一
九

八
三
年

、

八
六
〇

頁
、

九

〇
九
頁

。

(
11
)

二
度

目

の
入

朝

の
時

(
六

四
六
年

)
、

ト

ン

ツ

ェ
ン
は
、
高

句

麗
遠

征

よ
り

帰

還

し

た
太

宗

(苦

闘

の
末

に
病
気

も
得

た
た

め

退

却
)

を
祝

賀

し

て

お
り

(
『
旧
唐

書
』

『新

唐

書
』

吐
蕃

伝

、

『
冊

府

元
亀

』
巻

九

七
〇

・
外

臣

部

・
朝

貢

三
)
、

高
句

麗

征

伐

に
苦

戦

す

る
唐

を
間

近

に
見

て
、
吐

谷

渾

と
西

域

へ
の

攻
略

ま

で
視

野

に
入
れ

た
可
能

性

も
あ

る
。

(
12
)

『
旧
唐
書

』

吐
蕃

伝
、

『
資

治
通

鑑
』

巻

一
九
九

・
永

徽

元
年

(六

五
〇

)
五

月

壬
戌
条

。

(
13
)

『
旧
唐
書

』

巻

八
三

・
蘇
定

方
伝

。

(
14
)

こ

の
前

後

の
事
情

に

つ
い
て

は

『資

治
通

鑑
』

巻

二
〇

一

・
龍

朔

二
年
十

二

月

条
、

佐

藤

長

『古

代

チ

ベ

ッ
ト
史

』

三

二

〇

頁
、
内

藤

み
ど

り

『
西

突

厭

史
』

二
七

二
～

二
七
三
頁

を
参

照

。

(
15
)

乾

封
年

間

(六

六
六
～

六

六

八
)

に
阿
史

那
歩

真
が

死
去

す

る
と

、
西
突

廠

の
余

衆

は
吐
蕃

に
附

し

た

(
『
新
唐

書
』

巻

二

一
五

・
突

厭

下

(西
突

厭
伝

)
、

『資

治
通

鑑
』

巻

二
〇

一

・
龍

朔

二
年

十

二
月
条

)
。

(
16
)

『資

治

通
鑑

』
巻

二
〇

一

・
龍
朔

三
年

六
月

戊
申

条

。

(
17
)

『資

治

通
鑑

』
巻

二
〇

一

・
麟
徳

二
年

正
月

丁
卯

条

。

(
18
)

『資

治

通
鑑

』
巻

二
〇

一

・
麟
徳

二
年

閏

三
月
条

、
森

安
孝

夫

「
吐

蕃
進

出
」

八
頁

、

六
三
頁

の
注

四
九

、
伊

瀬
仙

太
郎

『
西
域

経
営

』

二
四

五
頁

。
吐
蕃

の

干
聞

攻
略

に
疏

勒

が
参
加

し

て

い
る

こ
と

か
ら
、

疏
勒

も

六
六

五
年

以
前

に
吐

蕃

の
勢
力

圏

に
属

し

て

い
た

と
考

え
ら

れ

て

い
る
。

-

(
19
)

『
冊
府

元
亀

』
巻

九
六

四

・
外
臣

部

・
封

冊

二
。

(
20
)

『資

治

通
鑑

』
巻

二
〇

一

・
乾
封

二
年

(
六
六

七
)

三
月
戊

寅
条

。

(
21
)

『新

唐
書

』

吐
蕃
伝

、

『
資
治

通
鑑

』
巻

二
〇

一
・
総

章

二
年
九

月

丁
丑
朔

条
、

『冊

府
元
亀

』

巻
九

九

一

・
外

臣
部

・
備

禦

四
。

17
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(22
)

『旧

唐
書

』
巻

一
九

九

・
百
済

伝
、

新
羅

伝
。

『
三
国

史
記

』
新

羅
本

紀

七

・

文

武

王
十

一
年

七
月
条

。

そ

の
現
代

日
本
語

訳

は
、
井

上
秀

雄

訳
注

『
三

国
史

記

』

(以
後

、
井

上

『三

国

史

記
』

と
略

す
)

一
、
平

凡

社
、

一
九

八

〇
年

、

二

一
九
頁

。
李
成

市

「
三

国

の
成

立

と
新
羅

・
渤

海
」

(
『朝

鮮
史

』
山

川
出

版

社

、

二
〇

〇
〇
年

)

九

二
頁

。

(23
)

貞

観
十

四

年

(六

四
〇

)
、
吐

谷

渾

に
弘

化

公
主

、
翌
年

、

吐

蕃

に
文

成

公

主
を
降

嫁

さ

せ
て

い
る
。

(
24
)

井

上
秀

雄

「
新
羅
統

一
王
朝

」

(
『東

ア
ジ

ア
世
界

に

お
け

る
日
本
古

代
史

講

座

』

六
、

学
生

社
、

一
九

八

二
年

)

一
二
九
頁

、
石
井

正
敏

『東

ア
ジ

ア
世
界

と
古
代

の
日
本

』

(山

川
出

版
社

、

二
〇
〇

三
年

)

二
〇
頁

。

『
三
国
史

記

』
高

句

麗

本

紀

十

(井

上

『
三

国

史

記
』

二
、

平

凡

社
、

一
九

八

三

年

、

二
六

一

頁

)
。

(
25
)

他

に
も
、
唐

に
よ

る
新

羅
討

伐

の
噂
が

流

れ

た
事

(六

六

八
年

頃

)
、
唐

が

新
羅
貴

族

に
反

乱
を

唆
し

て
新

羅

の
内
乱

を
画
策

し

た
事

(六

六
九
年

、

六
七

〇
年

)
等

が
、

新
羅

の
唐

に
対

す

る
反
抗

の
契

機

で
あ

る
と
考

え
ら

れ

て

い
る
。

井
上

秀
雄

『古

代
朝
鮮

』

(講
談

社
、

二
〇
〇

四
年
)

二
二
三
～

二
二
四
頁

。

(
26
)

干

聞

と
疏
勒

は

六
六
五

年
以

降
、

吐
蕃

の
勢

力
下

に
置

か

れ
て

い
た

の
で
、

こ

の
時

、
亀

菰

と
焉

老
目
が

吐
蕃

に
奪

わ

れ
た

こ
と

で
四
鎮

は
実

質
的

な
…機
能

を

失

い
廃

止

さ

れ
た

と
考
え

ら

れ
て

い
る
。

伊
瀬

仙
太
郎

『
西
域

経
営

』

二
四

四

～

二
四
五

頁
、

森
安

孝
夫

「
吐

蕃
進

出
」

一
〇

～

一
一
頁

。

(
27
)

大

非
川

の
戦

い
が

行
な

わ

れ
た
時

期

に

つ
い
て

は
、

『資

治

通
鑑
』

『冊
府

元

亀

』

で
は

「
八
月

」
、

『
旧

唐
書

』
巻

五

・
高

宗

紀

、

『新

唐

書

』
巻

三

・
高

宗

紀

で
は

「
七
月

」

と
記

さ
れ

て

い
る
。

(
28
)

『
旧
唐

書
』

高
宗

紀

、

『新

唐

書

』
吐

蕃

伝
、

『
資

治

通

鑑
』
巻

二
〇

一

・
域

亨
元
年

閏

九
月

甲
寅

条
。

(
29
)

『
旧
唐

書

』
巻

八

三

・
醇

仁
貴

伝
、

『
新

唐

書
』

巻

一

一

一
・
醇

仁

貴

伝
。

(
9
)
も
参

照

さ
れ

た

い
。

尚
、

日
野

開

三
郎
氏

は

「唐

の
高
句

麗
討

滅

と
安
東

都
護
府

」

(
二
八
頁
)

で
、

安
東

都
護

府

は
六

六
九
年

(総

章

二
)
、

遼
東

の
新

城

(撫

順

)

に
移
転

し

て

い
た
と
考

察

し

て
い
る
。

(
30
)

郭

待
封

は
六

六
六

年

(乾
封

元

)
、
積

利

道
行

軍

総
官

に
任
命

さ
れ

て
兵

糧

輸

送

を
担

当
し

、
翌
年

の
新
城

陥
落
後

、
水

軍

を
率

い
て
海

路

よ

り
平
壌

に
進

撃

し

た

(『
新
唐

書
』

巻

二

二
〇

・
高

麗
伝

)
。

(31
)

『
三
国
史

記

』
新

羅

本
紀

六

・
文

武

王
十

年

八
月

条

(井

上

『
三

国

史

記
』

一
、

一
九

六
頁

)

こ

の
後

、
安
舜

は
鉗

牟

琴
を

殺
し

て
新

羅

に
逃
亡

し

た
。
新

羅

は
、
安
舜

を
高

句

麗
王

に
冊

立
し

た
。

(32
)

『
三
国
史

記
』

新
羅

本
紀

七

・
文
武

王
十

一
年

条

(井
上

『
三
国
史

記
』

一
、

二
〇

五
頁

・
二
二
七
頁

)

(33
)

『
旧
唐
書

』
巻

八

四

・
劉

仁
軌

伝
、

『三

国
史

記
』

新
羅

本
紀

七

・
文
武

王
十

一
年

七
月
条

(井
上

『三

国
史

記
』

一
、

二

=
二
～

二

一
八
頁

)
。

(
34
)

『
冊
府
元

亀
』

巻

一

一
九

・
帝

王
部

・
選
将

一
。

(
35
)

こ

の
前

後

の
事

情

は

『
旧
唐

書

』

(巻

一
九

九
)

『新

唐

書
』

(巻

二

二
〇
)

高

麗

伝

、
百

済
伝

、

『資

治

通

鑑
』

巻

二
〇

二

・
上

元
元

年

正

月

壬
午

条

、
上

元

二
年

二
月
条

、
儀
鳳

元

年

二
月
甲

戌
条

、
儀

鳳

二
年

二
月
丁

巳
条

。
安

東
都

護
府

の
変

遷

に

つ
い

て
は
日
野

開

三
郎

「唐

の
高
句

麗
討

滅

と
安
東

都
護

府
」
。

(
36
)

そ

の
後

、
高

蔵

は
蛛
鞠

と
共

謀
し

て
反

乱
を

企

て
た

の

で
、

唐

は
高
蔵

を

耶

州

(四
川

省
)

に
配

流

し
た
。

扶
鯨

隆
も

、
新

羅
が

百
済

を
制

圧

し

て

い
る
様

を
見

て
恐

怖

し
唐

に
逃
げ

帰

っ
て
き
た
。

こ

の
様

に
旧
主

を
偲

偲

と
し

て
朝
鮮

半
島

を
支

配

し
よ
う

と

す
る
唐

の
試

み

は
結
局

失
敗

し

た
。

(
37
)

『資

治

通
鑑

』
巻

二
〇

二

・
威
亨

二
年

四
月

甲
申

条

、
佐

藤

長

『
古

代

チ

ベ

ッ
ト
史
』

三

二
七
頁

、
内

藤

み
ど

り

『西

突
腋

史
』

二
七
六
頁

。

(
38
)

六
七

三
年
、

唐

が
弓
月

に
討

伐
軍

を
派

遣

し

て
威

嚇

す

る
と
、

弓
月

は
疏
勒

王

と
共

に
入
朝

し
降

服

し

た

(『
資

治
通

鑑
』

巻

二
〇

二

・
威

亨

四
年

十

二

月

条
)
。
六

七
四
年

に
は
干

聞
王

が
自

ら
入
朝

し

て
降

服

(『
資
治

通

鑑
』
巻

二
〇

二

・
上

元
元

年
十

二
月
戊

子
条
)
、
六

七

五
年

に
は
亀

薮

王

が
銀

・
馬

等

を
唐

に
献

じ

た

(
『
旧
唐
書

』
高

宗

紀
)
。

周
辺

都
市

の
降

服

を
考
慮

す

る
と
、

こ
れ

は
亀

薙

の
帰
順

と

み
な

せ
る
。

森

安
孝

夫

「
吐
蕃

進
出

」

一
二
～

=
二
頁
。

(
39
)

(
40
)

『資

治

通
鑑

』
巻

二
〇

二

・
上
元

二
年

正
月

辛
未

条
。

(
41
)

マ
ン
ソ

ン
王

の
死
因

は
不

明

で
あ

る

が
、

四

二
歳

と

い
う
若

さ

と
、

後

で
も
吐

蕃
が

活
発

に
挑

発
的

な
軍

事
行

動
を

続

け

て

い
る
事

か
ら
、

は
予

期

さ
れ

た
、
病

死

で
あ

っ
た
と

推
測

す

る
。

(
42
)

こ

の
前

後

の
事

情

に

つ
い

て
は
、

佐
藤

長

『古

代

チ

ベ

ッ

ト
史

』

こ
の
前

王
の
死

三
二
八

18
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～

三

四

一
頁

、
森
安

孝

夫

「
吐
蕃

進
出

」

=

二
～

一
四
頁
、

内
藤

み
ど

り

『
西

突

厭

史
』

二
七

七
～

二

七

八
頁

、

王
尭

・
陳

践
訳

注

『敦

煙

本

吐

蕃

歴
史

文

書

』

(民

族
出

版
社

、

一
九

九

二
年

、

以
後

『
吐
蕃

文
書

』
)

を
参

照
。

(
43
)

『
資
治

通
鑑

』
巻

二
〇

二

・
儀
鳳

元
年

～
儀

鳳

二
年
条

。

(
44
)

『
新
唐

書
』

高
宗

紀
、

『旧
唐

書

』
巻

八

四

・
斐

行
倹

伝
、

森
安

孝
夫

「
吐

蕃

進
出

」

一
五

頁
。

(
45
)

儀

鳳
年

間

以
降
、

唐

は
軍
鎮

を

増
設

し
た

。
浜

口
重

国

「
府
兵

制
度

よ

り
新

兵

制

へ
」

(
『
秦
漢
階

唐
史

の
研
究

』
上

、
東

京
大

学
出

版
会

、

一
九
六

六
年

)
、

日

野
開

三
郎

「
支

那
中

世

の
軍
閥

」

(
『東

洋

史
学

論
集

・
第

一
巻

』

三

一
書

房
、

一
九

八
〇
年

)
。

(
46
)

菊

池

英
夫

「
節
度

使

制
確

立
以
前

に
お
け

る

「
軍
」

制
度

の
展

開
L

(
『東

洋

学

報
』

四

四

・
二
、

一
九
六

一
年

)

二

一
二
頁
。

(
47
)

『
旧
唐

書

』
巻

一
九
九

・
蛛

輻

伝
、

劉
仁

軌

伝

。
尚

、
鞍

輻

伝

に
よ

れ
ば

、

李

謹
行

は
青

海
戦
線

に
お

い
て
吐

蕃

の
論

欽

陵
を

撃
退

し

た
功
績

に
よ

っ
て
、

上

元

三
年

(六
七

六
)
燕

国

公

に
封
ぜ

ら
れ

て

い
る

の

で
、

李
謹

行
が

対
吐

蕃

戦

に
投

入

さ
れ

た
時

期

は
六

七
六

年
頃

と
考

え
ら

れ

る
。

ま
た
、

こ
の
記
述

か

ら

、
青
海

の
吐
蕃

軍
を

指
揮

し

て

い
た

の
が

ロ
ン
チ

ン
リ

ン

で
あ

る
事

も

わ
か

る
。

(
48
)

『
冊

府

元

亀
』

巻

九

九

一
・
外

臣

部

・
備

禦

四
、

『唐

大

詔
令

集
』

巻

一
〇

二

・
儀
鳳

二
年

十

二
月

「
求

猛
士

詔
」
、

『資

治
通

鑑
』

巻

二
〇

二

・
永

隆
元

年

七

月
条

、
儀
鳳

三
年

正

月
条

。

(
49
)

古

畑
徹

「
七

世

紀

末

か

ら

八
世

紀

初

に

か
け

て

の
新

羅

・
唐

関

係
」

一
六

～

二
〇
頁

。

(
50
)

『
旧
唐

書
』

巻

八
五

・
張
文

灌
伝

、

『新

唐

書
』

巻

一
=

二

・
張

文
灌

伝
。

(
51
)

『
旧
唐

書

』
巻

一
九

四

・
突

厭

伝

、

『新

唐

書

』
巻

二

一
五

・
突
厭

伝

、

『
資

治

通
鑑

』
巻

二
〇

二

・
調
露

元
年

十
月
条

。

(
52
)

岩
佐
精

一
郎

「突

蕨

の
復

興

に
就

い
て
」

(
『岩

佐
精

一
郎

遺
稿

』
東

京
、

一

九

三

六
年

)

一
〇

六
頁

、
護

雅
夫

『古

代

遊

牧
帝

国

』

(中

公

新

書
、

一
九

七

六
年

)

=

五
頁

。

(
53
)

『
新
唐

書
』

高
宗

紀
、

『資

治
通

鑑
』
巻

二
〇

二

・
調

露
元

年

六
月
。

(
54
)

『
資

治

通

鑑
』
巻

二
〇

二

・
調

露

元

年

十

月

～
開

耀

元

年

条

、
永

淳

元

年

～

光
宅

元
年

条

。

(55
)

こ
の
前
後

の
事

情

に
関

し

て
は
、

伊
瀬

仙
太

郎

『
西
域

経
営

』

二
五

六
頁

、

松

田
寿

男

『古

代

天

山

の
歴

史
地

理

学

的
研

究
』

(早

稲

田
大

学

出

版

部
、

一

九

五

六
年

)
、

佐
藤

長

『古

代

チ

ベ

ッ
ト
史

』

三

三
三

頁
～

三

四

二
頁
、

森

安

孝

夫

「
吐
蕃

進
出

」

一
五
～

一
六
頁

、
六

五
頁

注

七
六

を
参

照
。

(56
)

『旧

唐

書
』

『
新

唐

書
』

吐

蕃

伝

、

『
資

治

通

鑑

』
巻

二

〇

二

・
永

隆

元

年

～

開

耀
元
年

。

(57
)

『新
唐

書

』
突

厭
下

(西

突
厭

伝
)
、
内

藤

み
ど

り

『
西
突
厭

史

』

二
八

八
頁
、

佐

藤
長

『古

代

チ

ベ

ッ
ト
史

』

三

四
二
頁

～

三
四

四
頁
、

森
安

孝
夫

「
吐
蕃

進

出

」

一
六
頁

～

一
七
頁

。

(58
)

六

九

一
年

(
天
授

二
)

五
月

、
武

后

は
琴
長

情

に
吐
蕃

討
伐

を
命

じ

て

い
る

が
、
出

撃
直

後

に
召

還
し

て

お
り
実

際

の
戦
闘

は
無

か

っ
た
。

こ

の
出

撃
命

令

は
、
皇

太

子
擁

立

に
反
対

し

た
琴
長

情

へ
の
私

怨

と
考

え
ら

れ

る

(
『
旧
唐
書

』

巻

七

〇

・
琴
長
情

伝

、

『資

治

通
鑑
』

巻

二
〇

四

・
天
授

二
年

五
月

条

)
。

(59
)

こ
の
前
後

の
事

情

に

つ
い
て
は
、

内
藤

み

ど
り

『
西
突

豚
史

』

二

八
八
～

二

九

一
頁

、

三

一
四
頁

。

(60
)

『資

治
通

鑑
』

巻

二
〇

四

・
天
授

元
年
条

。

(61
)

『旧
唐

書

』
吐

蕃
伝

、

『資

治

通
鑑

』
巻

二
〇

五

・
長
寿

元
年

二
月
己

亥
条

、

六
月
条

。

(62
)

『旧
唐

書

』
巻

九

三

・
王
孝
傑

伝
、

『冊

府

元
亀
』

巻

四
〇

五

・
将
帥

部

・
識

略

四

。

(63
)

『資

治
通

鑑
』

巻

二
〇

五

・
長

寿

元
年
十

月
条

。

(64
)

『資

治
通

鑑
』

巻

二
〇

五

・
延
載

元
年

二
月
条

、

内
藤

み
ど

り

『
西
突

厭
史

』

二
九

六
頁
。

(65
)

『
資

治
通
鑑

』
巻

二
〇
五

・
延

載
元
年

騰

月

甲
戌
～

三

月
甲
申

条

、
天

冊
万

歳

元
年
十

月
条

。

(66
)

佐
藤

長

『
古
代

チ

ベ
ッ
ト
史

』
三

五

八
～

三
六

二
頁
、

王
尭

訳

注

『
吐
蕃

文

書

』
。

(67
)

『旧
唐

書

』
巻

一
九

九

・
契
丹

伝
、

『新

唐
書

』
巻

二

一
九

・
契

丹
伝

、

田
村

実

造

『
中

国
征

服
王
朝

の
研
究

』
上

(東

洋
史

研
究

会
、

一
九
六

四
年

)
。

(68
)

『旧
唐

書

』
巻

六

・
則

天
皇
后

紀
、

『資

治
通

鑑
』

巻

二
〇

五

・
万
歳

通
天

元
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史

年

五
月
～

八
月
条

。

(
69
)

『
旧
唐

書

』

『新

唐

書
』

突

厭

伝
、

『
冊
府

元
亀

』
巻

九

七

三

・
外

臣

部

・
助

国

討
伐

、

『資

治
通

鑑
』

巻

二
〇

五

・
万
歳
通

天

元
年
九

月
条

。

(
70
)

『
資

治
通

鑑

』
巻

二
〇

五

・
万
歳

通

天

元
年

九

月
～

巻

二
〇

六

・
神

功

元

年

六

月
条

。

(
71
)

『
新
唐

書
』

則

天
皇
后

紀
、

突
豚

伝
、

『資

治
通

鑑
』

巻

二
〇

六

・
神

功
元

年

正

月
条

。

(
72
)

涼
州

の
襲
撃

を

「
吐

蕃
」

で
あ

る
と
記

す

の

は

『
旧

唐

書
』

『
新

唐

書
』

吐

蕃

伝
、

『
新
唐

書
』

巻

四

・
則

天
皇

后
紀

な

ど
。

「
突
厭

」

で
あ

る
と
記

す

の
は

『資

治

通

鑑
』

巻

二
〇

五

・
万
歳

通

天

元
年

九

月
丁

巳

条
、

『旧

唐

書
』

巻

五

九

・
許

欽
明

伝
、

『
新
唐

書
』

巻

九
〇

・
許
欽

明
伝

。
尚

、

王
小
甫

氏

は
、

『
唐

吐

蕃
大
食

』

=
二
二
頁

に
お

い
て
、
吐

蕃

と
東
突

厭
が

練
兵

し

て
涼
州

を
襲

撃

し
た

と
見
な

し

て

い
る
。

(73
)

『
文

苑
英

華

』
巻

九
七

二

・
行

状

・
張
説

撰

「
兵

部
尚

書

代

国

公
贈

少

保

郭

公

行
状

」
。

(74
)

松
井

等
氏

(
「契

丹
勃

興
史

」

『
満
鮮

地
理

歴
史

研
究

報
告

』
第

一
、

一
九

一

五
年
、

一
六

二
頁

)
、

日
野
開

三
郎

氏

(
「突

厭
黙

畷
可

汗

の
興
亡

と
小

高
句

麗

国

」

『東

洋

史

学
論

集

・
第

八
巻

』

三

一
書

房

、

一
九

八

四
年
、

一
三

三
頁

)

も
、
突

厭
が

契
丹

を
唆

し

て
反
乱

を
起

こ
さ
せ

た
と
推

察

し

て

い
る
。

(75
)

『新
唐

書

』
巻

二

一
九

・
渤

海

伝
、

濱

田
耕

作

『渤
海

国

興
亡
史

』

(吉

川
弘

文

館
、

二
〇

〇

〇
年
)
。

(76
)

濱

田
耕
作

『渤

海
国

興
亡

史
』

一
四
頁
、

石
井

正
敏

『東

ア
ジ

ア
世

界

と
古

代

の
日
本
』

二
〇
頁
、

古
畑

徹

「
唐
渤

紛
争

の
展

開

と
国
際

情
勢

」

(『
集
刊

東

洋

学
』

五

五
、

一
九

八
六
年

)

二
四
頁

。

(77
)

『旧

唐
書

』

『
新
唐

書

』
吐

蕃
伝

、

『
資
治

通

鑑

』
巻

二
〇

五

・
万
歳

通

天

元

年

九
月

丁
巳

条
。

(78
)

『新

唐
書

』

吐
蕃

伝
、

『
旧

唐

書
』

巻

九

七

・
郭

元
振

伝
、

『資

治

通

鑑
』

巻

二
〇

五

・
万
歳

通
天

元
年

九
月
条

、
巻

二
〇

六

・
聖
暦

二
年

四

月
条
、

佐
藤

長

『
古
代

チ

ベ

ッ
ト
史
』

三

六

二
～

三

六
九
頁

。

(
79
)

菅
沼

愛
語

「唐

玄
宗

「御

製
御

書
」

閾
特

勤
碑

文
考

-
唐

・
突

厭

・
吐
蕃

を

め
ぐ

る
外
交

関
係

の
推

移
l

L

(『
史
窓

』

五
八
、

二
〇

〇

一
年

)
三

三
四
～

三

三
七
頁

、
古

畑
徹

「
唐

渤
紛

争

の
展
開

と
国

際
情

勢
」

二
六

～

二
八
頁

、
李

成

市

「
三
国

の
成
立

と
新

羅

・
渤
海

」

一
〇
〇

頁
。

(80
)

佐

藤

長

『古

代

チ

ベ

ッ
ト

史

研
究

』

下
巻

(東

洋

史

研

究

会
、

一
九

五

九

年

)
。

付
記

狩
野
直
禎
名
誉
教
授
、
小
谷
仲
男
教
授
、

見
を
頂
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

菅
澤
庸
子
氏
よ
り
、
有
益
な
御
意

20



前翻Qぐ祠皿Q圃龍トあ駆ー肖鴇朕潟「砧懸雛習・迦」Q升灘禦

年
表
1

西
暦
・
元
号

西
突
厭

西
域

吐
蕃
i船

渾
高
句
麗

百
済
1新

羅

657唐
、
西
突
厭
を
滅
ぼ
す
662弓
月
と
吐
蕃
、
四
鎮
を
襲
撃
663.5吐

蕃
、
吐
谷
渾
を
滅
ぼ
す

668.9高
句
麗
滅
亡

660.8百
済
滅
亡

657-668
662唐
、
偲
偲
可
汗
を
殺
す
665吐
蕃
、
干
聞
を
掌
握

663.6唐
、
吐
谷
渾
問
題
で
吐
…蕃
と
668.12平

壌
に
安
東
都
護
府
設
663.8白

村
江
の
戦
い

交
渉

置

4月
吐
蕃
軍
が
亀
蕪
に
あ
る
唐
の
安
西
都
護
府
を
襲
唐
が
吐
蕃
に
大
敗
4月
安
東
都
護
の
臨
仁
貴
が
、
吐
蕃
討
伐
軍
の
総
帥
に
任
命
さ
れ
る

撃
→
「第
一
次
唐
・
吐
蕃
戦
争
」
の
勃
発
(唐
の
安
西
し
た
為
、
吐
谷
渾
4月
高
句
麗
遺
民
の
乱
が
勃
発
:高
句
麗
の
鉗
牟
琴
が
安
舜
(高
句
麗
王

670年

威
亨
元
年

四
鎮
は
全
て
吐
蕃
に
奪
わ
れ
た
為
に
廃
止
)4月

唐

の
高
宗
、
安
東
都
護
の
醇
仁
貴
を
、
吐
蕃
討
伐
軍
の
総

帥
に
任
命

の
故
地
回
復
は
失

敗
→
吐
谷
渾
の

完
全
滅
亡

の
外
孫
)を
奉
じ
て
蜂
起

唐
は
、
高
侃
に
安
舜
を
討
た
せ
る
。
安
舜
は
鉗
牟
琴
を
殺
し
て
新
羅
に
逃
走

8月
新
羅
、
安
舜
を
高
句
麗
王
に
封
じ
る

7月
あ
る
い
は
8月
第
一
次
唐
・
吐
蕃
戦
争
の
決
戦

の
「
大
非
川
の
戦
い
」
で
、
唐
軍
が
吐
蕃
軍
に
大
敗

4月
西
突
厭
の
阿
史
那
都

新
羅
が
百
済
の
旧
都
を
占
拠
し
、
百
済
の
故
地
を
奪
取

671年
支
を
旬
延
都
督
に
任
命
:唐

→
「
唐
・
新
羅
戦
争
」
の
勃
発

威
亨
二
年
の
西
突
蕨
支
配
(兼
・
対
吐

7月
唐
の
将
軍
高
侃
が
、
高
句
麗
遺
民
の
反
乱
軍
を
撃
破

蕃
防
御
)

673年
唐
は
弓
月
討
伐
軍
を
派
遣
。
12月
弓
月
は
疏
勒
王
と
共
に
唐
に
降
服
。
閏
5月
唐
の
将
軍
李
謹
行
が
、
高
句
麗
遺
民
の
反
乱
軍
を
撃
破
。

威
亨
四
年

こ
れ
に
よ
り
唐
は
安
西
四
鎮
の
う
ち
疏
勒
を
回
復

高
句
麗
の
敗
残
兵
の
多
く
が
新
羅
に
逃
亡

674年

上
元
元
年

12月
干
聞
王
が
唐
に
降
服
し
、
唐
は
安
西
四
鎮
の
う
ち
干
聞
を
回
復
(翌

年
、
亀
薮
王
が
銀
・
馬
等
を
唐
に
献
上
。
676年
頃
迄
に
唐
は
安
西
四
鎮
を

全
て
回
復
)

唐
の
高
宗
、
新
羅
の
文
武
王
か
ら
官
爵
を
削
り
、
長
安
に
い
た
王
弟
の
金
仁

間
を
新
羅
王
と
し
て
冊
立

675年
正
月
吐
蕃
が
唐
に
遣
使
朝
貢
し
て
和
を
請
う
が
、
唐
の
高
宗
は
許
さ
ず

2月
唐
の
将
軍
劉
仁
軌
と
李
謹
行
が
新
羅
軍
を
相
次
ぎ
撃
破
。
新
羅
の

文
武
王
が
唐
に
遣
使
入
貢
し
て
謝
罪
し
、
高
宗
は
文
武
王
を
許
し
王
の
官
爵

上
元
二
年

吐
蕃
の
宰
相
ツ
ェ
ン
ニ
ャ
が
西
突
厭
に
赴
く

を
元
に
戻
す

676年

儀
鳳
元
年

吐
蕃
王
マ
ン
ソ
ン
・
マ
ン
ツ
ェ
ン
が
死
去
。
吐
蕃
軍
、
唐
の
都
州
・
廓
州
・
河
州
・
芳
州
・
畳
州
(青

海
・
甘
粛
方
面
)を
攻
撃
。
吐
蕃
の
ツ
ェ
ン
ニ
ャ
、
再
び
西
突
厭
に
赴
く
(阿
史
那
都
支
と
会
談
し
同
盟

を
結
ん
だ
可
能
性
あ
り
)

2月
唐
の
安
東
都
護
府
、
遼
東
城
に
移
転
、

唐
の
熊
津
都
督
府
、
建
安
城
に
移
転

吐
蕃
と
西
突
厭
の
阿
史
那
都
支
が
連
合
し
、
亀
蕪
の
安
西
都
護
府
を
襲
撃
→
「第
二
次
唐
・
吐
蕃
戦
争
」
2月
唐
の
安
東
都
護
府
、
新
城
に
移
転
。
唐
は
、
高
句
麗
王
の
高
蔵
を

677年
の
勃
発

遼
東
都
督
・
朝
鮮
郡
王
に
封
じ
て
高
句
麗
遺
民
を
、
百
済
王
子
の
扶
鯨
隆
を

儀
鳳
二
年
こ
の
頃
、
吐
蕃
へ
の
備
え
と
し
て
、
朧
右
と
河
西
に
、
積
石
軍
・
莫
門
軍
・
河
源
軍
の
三
つ
の
軍
鎮
を
設
置
熊
津
都
督
・
帯
方
郡
王
に
封
じ
て
百
済
遺
民
を
、
夫
々
統
治
さ
せ
よ
う
と

12月
唐
、
「
猛
士
」
を
募
兵
し
吐
蕃
討
伐
軍
を
組
織
(翌
月
に
も
「猛
士
」
を
募
兵
)

す
る
が
、
共
に
失
敗

678年
9月
第
二
次
唐
・
吐
蕃
戦
争
の
決
戦
で
あ
る

唐
は
、
吐
蕃
と
の
大
敗
後
は
、
新
羅
討
伐
を
完
全
に
断
念
し
た
と
思
わ
れ
る

儀
鳳
三
年

「
青
海
付
近
の
戦
い
」
に
お
い
て
、
李
敬
玄
率
い
る
唐
軍
が
、
吐
蕃
軍
に
大
敗
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西
暦
・
年
号

西
突
厭

吐
蕃

唐
突
厭

679年

調
露
元
年

6月
唐
の
将
軍
斐
行
倹
が
西
方
に
出
撃

7月
唐
の
将
軍
斐
行
倹
が
西
突
厭
の
阿
史
那
都
支
を
捕
縛
。
そ
の
後
、
唐
は
四
鎮
を
奪
還
(焉
書
に
代
え
て
砕
葉
を
四
鎮
と
す
る
)

10月
突
蕨
遣
民
の
第
一
次
反
乱
:突
厭
遺
民
が
蜂

起
す
る
が
、
唐
軍
に
よ
り
反
乱
は
鎮
圧
さ
れ
る

682年
阿
史
那
車
薄
が
叛
く
が
、
唐
軍
が
直
ち
に
鎮
定
吐
蕃
が
、
唐
の
拓
州
・
松
州
・
翼
州
に

入
冠

阿
史
那
骨
咄
禄
が
蜂
起
→
突
蕨
第
二
可
汗
国
成
立

683年
12月
高
宗
が
崩
御
し
、
中
宗
が
即
位
3月
阿
史
那
骨
咄
禄
が
唐
の
単
干
都
護
府
を
攻
撃

684年

光
宅
元
年

2月
武
后
が
中
宗
を
廃
し
、
容
宗
即
位

9月
李
敬
業
の
乱
が
勃
発

685-686

垂
棋
元
年

垂
棋
二
年

唐
は
、
偲
偶
可
汗
を
擁
立
し
、
西
突
厭
を
支
配

さ
せ
る
(685年

阿
史
那
元
慶
を
東
部
の
可
汗
、

686年
阿
史
那
餌
蒜
羅
を
西
部
の
可
汗
に
擁
立
)

685宰
相
の
ツ
ェ
ン
ニ
ャ
が
死
去
。

ッ
ェ
ン
ニ
ャ
の
弟
ロ
ン
チ
ン
リ
ン
が
宰

相
と
な
る
(吐
蕃
は
再
び
活
動
的
に
な

る
)

685垂
操
律
令
公
布

686武
后
、
密
告
制
度
を
設
け
、
反

対
派
を
粛
清

687年
こ
の
頃
、
唐
の
偲
偲
可
汗
の
阿
史
那
元
慶
が
、

「賊
」
の
襲
撃
を
受
け
、
そ
の
後
唐
に
逃
げ

帰
る
(吐
蕃
の
襲
撃
を
受
け
た
と
解
釈
さ
れ
る
)

吐
蕃
軍
が
四
鎮
を
唐
よ
り
奪
い
取
る
→
「第
三
次
唐
・
吐
蕃
戦
争
」
の
勃
発
687年
10月
骨
咄
禄
の
中
国
北
辺
へ
の
最
後
の
入
冠
。

こ
の
頃
よ
り
、
骨
咄
禄
が
西
突
蕨
に
侵
攻
を
開
始

688年
【
8月
越
王
の
乱
(唐
室
諸
王
の
粛
清
)

689年
7月
第
三
次
唐
・
吐
蕃
戦
争
前
半
の
決
戦
「
寅
識
迦
河
の
戦
い
」
で
唐
軍
が

大
敗

5月
と
9月
唐
、
突
厭
討
伐
軍
を
派
遣

690年

天
授
元
年

西
突
蕨
へ
の
突
厭
の
大
攻
勢
:突
厭
の
猛
攻
に

よ
り
西
突
厭
の
偲
偏
可
汗
・
斜
琶
羅
は
唐
に
亡
命

9月
則
天
武
后
が
即
位
(武
周
革

命
)

突
厭
の
可
汗
・
阿
史
那
骨
咄
禄
が
西
突
厭
を
大
攻
勢

691年
5月
唐
、
吐
蕃
討
伐
軍
を
派
遣
す
る
が
、
出
撃
直
後
に
召
還
。
実
際
の
戦
闘
は

無
し

692年
唐
が
阿
史
那
元
慶
を
処
刑

10月
唐
軍
が
吐
蕃
軍
を
撃
破
し
四
鎮
を
奪
還

694年

延
載
元
年

こ
の
頃
、
元
慶
の
長
男
阿
史
那
桜
子
が
、
西
突
蕨
で
の
反
唐
勢
力
と
な
り
、
吐
蕃
と
も
連
合
1

騰
月
突
厭
の
新
可
汗
・
黙
畷
が
、
霊
州
に
初
入
冠

3月
唐
は
18将
軍
か
ら
な
る
突
蕨
討
伐
軍
を
派
遣

2月
唐
軍
が
、
吐
蕃
軍
と
西
突
蕨
・
阿
史
那
桜
子
の
連
合
軍
を
撃
破
(唐
、
吐
蕃
撃
破
後
、
突
厭
に
も
攻
勢
を
か
け
る
)

695年
7月
賭
軍
が
龍
の
蹴
に
入
晟
冬
宰
相
末
弟
の
グ
ン
ト
ン
処
刑
1

10月
突
厭
の
可
汗
・
黙
畷
が
唐
に
降
服

696年

万
歳
通
天

元
年

3月
第
三
次
唐
・
吐
蕃
戦
争
の
最
終
決
戦
で
あ
る
「素
羅
汗
山
の
戦
い
」
に
お
い
て
唐
軍
が
ロ
ン
チ
ン
リ
ン
率
い
る
吐
蕃
軍
に
大
敗

15月
・期
の
反
乱
・
が
醗
8月

唐
の
契
丹
討
伐
軍
が
契
丹
軍
轍
北

9月
吐
蕃
軍
が
、
唐
の
涼
州
を
襲
撃
。
突
厭
軍
も
吐
蕃
の
涼
州
襲
撃
iに
参
加
し
た
可
能
性
あ
り

9月
吐
蕃
の
宰
相
ロ
ン
チ
ン
リ
ン
が
、
唐
に
法
外
な
条
件
で
和
睦
を
提
案
(以
後
、
唐
は
謀
略
に
よ
り

吐
蕃
の
弱
体
化
を
は
か
り
、
698年
吐
蕃
王
に
よ
り
、
ロ
ン
チ
ン
リ
ン
ら
宰
相
家
の
ガ
ル
ー
族
が
粛
清
さ
れ
る
)

9月
突
蕨
の
黙
畷
、
唐
に
遣
使
し
「
契
丹
討
伐
」
の
任
を
請
け
負
う

(突
厭
は
、
翌
年
契
丹
を
撃
破
し
、
そ
の
後
は
契
丹
を
従
属
下
に
置
く
)

舘


